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新
聞
家
庭
面
の
女
性
学

　
－
性
別
面
建
て
の
歴
史
と
そ
の
改
廃
を
め
ぐ
っ
て
ー

田
　
　
中
　
　
和
　
　
子

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

は
　
じ
　
め
　
に

1

　
新
聞
の
面
建
て
（
ぺ
・
、
ジ
構
成
）
は
、
そ
の
日
の
ト
ヅ
プ
記
事
を
扱
っ
た
一
面
の
「
総
合
面
」
や
多
様
な
内
容
の
「
社
会
面
」
を
除
い
て
、

「
政
治
面
」
、
「
経
済
面
」
、
「
ス
ポ
ー
ッ
面
」
、
「
テ
レ
ビ
面
」
、
「
文
化
面
」
な
ど
報
道
内
容
の
分
野
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
社
会
の
中

の
無
秩
序
な
情
報
に
整
理
を
与
え
て
読
み
や
す
く
す
る
編
集
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
考
察
対
象
で
あ
る
「
家
庭
面
」
は
、
家
庭
生
活

や
日
々
の
く
ら
し
に
か
か
わ
る
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
他
面
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
内
容
お
よ
び
想
定
さ
れ
て
い
る
読
者

層
の
双
方
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
！
に
よ
る
区
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
、
他
の
紙
面
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

　
も
と
も
と
人
び
と
の
新
聞
閲
読
行
動
は
、
テ
レ
ビ
と
同
様
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
接
触
態
度
や
接
触
時
間
に

は
読
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
違
い
や
年
代
差
の
み
な
ら
ず
、
性
の
違
い
が
大
き
く
反
映
し
て
い
る
。
新
聞
の
情
報
に
対
し
て
も
、
対
象

読
者
層
を
絞
っ
た
雑
誌
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
男
女
で
異
な
る
厚
読
み
分
け
”
が
な
さ
れ
て
い
る
。
雑
誌
の
場
合
は
、
”
女
性
雑
誌
“

”
男
性
雑
誌
”
と
い
う
通
称
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
刊
行
さ
れ
る
時
か
ら
既
に
読
者
の
性
が
前
提
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ

れ
に
対
し
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
、
そ
の
情
報
内
容
は
一
応
、
万
人
に
開
か
れ
て
お
り
、
情
報
内
容
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
偏
り
は
、
一
見
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し
た
だ
け
で
は
見
え
に
く
い
。
し
か
し
、
接
触
行
為
の
結
果
か
ら
み
る
と
、
女
性
が
よ
く
読
む
（
見
る
）
情
報
内
容
、
男
性
が
よ
く
読
む

（
見
る
）
情
報
内
容
、
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
。

　
た
と
え
ば
表
1
に
示
し
た
一
九
八
三
年
の
日
本
新
聞
協
会
研
究
所
に
よ
る
「
全
国
新
聞
信
頼
度
総
合
調
査
」
に
よ
る
と
、
「
社
会
面
」

「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
欄
」
「
地
域
版
」
「
連
載
記
事
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
接
触
率
は
男
女
と
も
に
近
似
し
た
値
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、

こ
れ
ら
を
除
く
他
の
各
面
で
は
男
女
の
接
触
率
に
差
が
あ
る
。
「
い
つ
も
読
む
」
記
事
の
回
答
値
だ
け
を
拾
っ
て
み
る
と
、
女
性
で
は
「
ラ

ジ
オ
・
テ
レ
ビ
欄
」
（
七
八
％
）
に
続
い
て
、
「
地
域
版
」
（
六
〇
％
）
、
「
社
会
面
」
（
五
八
％
）
、
「
家
庭
・
婦
人
欄
」
（
五
三
％
）
、
「
文
化
・
学
芸

欄
」
（
三
六
％
）
、
「
投
書
」
（
一
三
％
）
と
い
っ
た
順
位
で
読
ま
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
男
性
の
場
合
は
、
第
一
位
は
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
欄
」

（
七
三
％
）
、
第
二
位
は
「
社
会
面
」
（
七
〇
％
）
、
そ
れ
以
降
は
「
ス
ポ
ー
ッ
面
」
（
六
九
％
）
、
「
地
域
版
」
（
六
〇
％
）
、
「
政
治
記
事
」
（
五
三

％
）
、
「
経
済
・
商
況
記
事
」
（
三
八
％
）
の
順
で
よ
く
読
ま
れ
て
お
り
、
女
性
と
は
第
二
位
以
下
の
構
成
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
特
に

男
女
差
の
大
き
い
も
の
を
挙
げ
て
み
る
と
、
「
家
庭
・
婦
人
欄
」
（
女
性
五
三
％
V
男
性
一
二
％
）
を
筆
頭
に
、
「
ス
ポ
ー
ツ
面
」
（
女
性
二
八
％

〈
男
性
六
九
％
）
、
「
政
治
記
事
」
（
女
性
二
〇
％
〈
男
性
五
三
％
）
で
そ
の
差
が
目
立
っ
て
い
る
。
「
い
つ
も
読
む
」
比
率
で
男
女
差
が
最
も
大

き
い
「
家
庭
・
婦
人
欄
」
は
、
男
性
が
「
読
ま
な
い
」
比
率
が
最
も
高
い
紙
面
で
も
あ
り
、
四
四
％
と
半
数
近
い
男
性
は
「
家
庭
面
」
に

目
を
通
し
て
い
な
い
。
こ
の
調
査
に
あ
ら
わ
れ
た
“
家
の
こ
と
は
女
性
”
、
“
ス
ポ
ー
ツ
（
戦
い
）
と
政
治
は
男
性
”
と
い
う
新
聞
読
者
の

情
報
摂
取
パ
タ
ー
ン
に
お
け
る
男
女
差
に
は
、
社
会
の
伝
統
的
な
性
別
役
割
意
識
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　
一
九
七
九
年
一
二
月
、
第
三
四
回
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
前
文
に
、
「
社
会
及
び
家
庭
に
お
け
る
男
子
の
伝

統
的
役
割
及
び
婦
人
の
役
割
の
変
更
が
、
男
女
間
の
完
全
な
平
等
の
達
成
に
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い
う
性
別
役
割
分
業
観
の
変
革
は
、
い
ま
や
世
界
的
な
趨
勢
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
庭
面
の
読
者

に
女
性
が
多
く
、
ス
ポ
ー
ツ
・
政
治
面
の
読
者
に
男
性
が
多
い
と
い
う
実
態
の
背
後
に
は
、
情
報
を
送
り
出
す
新
聞
の
側
に
も
、
「
女
性
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　　表1　よく読まれている記事，読まれない記事（1983年調査）　　単位：％

記　　事

性　　別
いつも読む

時々読む

読まない

記　　事

性　　別
いつも読む

時々読む
読まない

記　　事

性　　別
いつも読む

時々読む

読まない

政治記事

女性男性

20．0　　53．0

57．2　39．3

17．55．5

地域版

女性男性

60．3　　59．5

28．5　30．4

6．35．9

解説欄

女性男性

14。5　　23．6

41．4　　48．7

34．7　　21。0

経　済
商況記事

女性男性

10．3　　37．5

38．6　　41．4

42。7　15．8

オ
欄
　
ビ
ジ
レ
ラ
テ

女性男性

77．7　72．5

15．1　　20。3

4．04．1

社　説

女性男性

14．3　　26．1

39．5　46．4

37．9　　21．4

外　電
国際記事

女性男性

10．3　　28．4

42．3　47．9

38．0　　16．8

文　化
学芸欄
女性男性

35。8　19。9

40．6　51。7

16．9　　22．0

コラム

女性男性

18．3　　20．4

33．4　　43．6

33．9　　24。3

スポーツ面

女性男性

27．7　　69．3

38．4　　21．6

27．76．4

家　庭
婦人欄
女性男性

53．4　　11．6

33．7　　35。9

8．143．9

連載記事
キャンペーン

女性男性

15．9　13．4

33．8　40．5

39．6　　36．4

社会面

女性男性

58．4　69．5

30．9　24．7

6．43．2

欄ヒヒ倉芸

女性男性

31．1　15．7

45。8　　48．3

16．3　28．3

投　書

女性男性

31．4　　18．5

41。7　　47．3

19．1　　26。2

目本新聞協会研究所r現代の新聞読者とマスコミ接触の実態』日本新聞協会，1984年

より作成

読
者
向
け
」
「
男
性
読
者
向
け
」

を
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
て
、
記
事

を
出
稿
し
て
い
る
と
い
う
実
情
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た

と
え
ば
、
多
く
の
新
聞
で
は
、
家

庭
面
の
投
書
欄
は
投
稿
者
が
女
性

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
女
性

の
読
者
向
け
と
思
わ
れ
る
、
女
性

の
社
会
運
動
グ
ル
ー
プ
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
を
紹
介
し
た
記
事
や

そ
の
他
の
女
性
関
連
記
事
が
、
総

合
面
や
政
治
面
、
国
際
面
や
社
会

面
で
取
り
上
げ
ら
れ
ず
に
、
家
庭

面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
実
態
は
、

紙
面
に
目
を
と
お
せ
ば
誰
に
も
す

ぐ
に
指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
毎
日
新
聞
で
は
、
「
女
の

し
ん
ぶ
ん
」
と
し
て
、
女
性
向
け
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の
紙
面
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
あ
る
い
は
、
日
本
経
済
新
聞
の
「
婦
人
　
家
庭
」
面
や
、
沖
縄
タ
イ
ム
ズ
「
女
性
・
く
ら

し
」
の
よ
う
な
、
家
庭
や
く
ら
し
と
女
性
と
が
同
列
に
扱
わ
れ
た
呼
称
を
も
つ
紙
面
も
い
ま
も
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
送
り

手
側
は
、
家
庭
面
の
編
集
に
あ
た
っ
て
、
明
ら
か
に
女
性
読
者
を
想
定
し
た
紙
面
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
は
じ
め
に
家
庭
面
の
成
立
過
程
を
概
観
す
る
こ
と
で
家
庭
面
が
発
生
史
的
に
”
女
性
向
け
“
と
し
て
拘
束
さ
れ
て
い
た
事

実
を
明
ら
か
に
し
た
の
ち
、
一
九
八
五
年
と
一
九
八
六
年
の
家
庭
面
記
事
の
内
容
分
析
を
行
っ
て
、
未
だ
に
女
性
向
け
の
記
事
が
多
い
点

や
「
婦
人
欄
」
的
性
格
が
残
存
し
て
い
る
点
、
家
庭
”
女
性
と
い
う
発
想
か
ら
抜
け
き
れ
て
い
な
い
点
な
ど
を
実
証
的
に
考
察
し
、
そ
の

状
況
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
変
革
で
き
る
か
を
具
体
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。

1

家
庭
面
の
成
立

1
　
「
婦
人
向
け
」
紙
面
誕
生
の
歴
史
的
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
お
り

　
今
日
の
家
庭
面
の
前
身
は
、
一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
年
）
三
月
六
日
よ
り
始
ま
っ
た
、
大
阪
毎
日
新
聞
の
「
家
庭
の
栞
」
で
あ
る
。
当

時
の
大
阪
毎
目
新
聞
は
八
ぺ
ー
ジ
建
て
、
各
ぺ
ー
ジ
六
段
組
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
第
六
面
の
一
段
と
三
分
の
一
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
を
「
家

　
　
し
お
り

庭
の
栞
」
に
さ
い
た
。
こ
れ
は
社
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
原
敬
の
ア
イ
デ
ア
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
一
回
目
は
”
料
理
の
達
人
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

茨
城
宗
右
衛
門
翁
の
談
話
の
連
載
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
は
当
時
の
社
告
に
よ
れ
ば
、
「
衛
生
、
育
児
、
家
政
、
料
理
法
等
総
て
家
庭

に
関
す
る
問
題
」
に
つ
い
て
の
「
平
易
」
で
「
実
用
を
主
」
と
し
た
情
報
を
提
供
し
、
こ
の
欄
が
「
平
民
的
家
庭
の
伴
侶
た
る
を
期
す

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
社
告
に
は
「
婦
人
」
や
「
女
性
」
向
け
と
は
表
立
っ
て
う
た
っ
て
い
な
い
が
、
社
告
の
あ
と
に
、
「
小
児
を
持
て

る
母
へ
」
と
い
う
母
親
向
け
育
児
記
事
が
あ
る
こ
と
や
、
当
時
、
家
事
・
育
児
役
割
の
大
半
が
女
性
に
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ



5　　新聞家庭面の女性学（田中ほか）

せ
れ
ば
、
「
家
庭
」
と
は
名
乗
っ
て
い
て
も
、
女
性
を
対
象
と
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
折
し
も
、
「
良
妻
賢

母
主
義
」
の
教
育
が
強
力
に
お
し
す
す
め
ら
れ
て
い
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
大
阪
毎
日
は
は
、
一
九
〇
〇
年
春
に
は
大
阪
で
初
の
女
性
の

記
者
太
田
馨
、
岸
本
り
う
子
を
入
社
さ
せ
、
同
年
七
月
九
日
か
ら
は
「
家
庭
の
栞
」
を
「
家
庭
」
欄
と
改
称
、
ス
ペ
ー
ス
、
内
容
と
も
に

拡
充
を
行
っ
た
。
一
方
、
東
京
の
日
刊
紙
と
し
て
「
家
庭
」
に
か
か
わ
る
紙
面
が
登
場
し
た
の
は
、
読
売
新
聞
一
九
〇
四
年
一
二
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
「
家
庭
小
話
」
欄
が
最
初
で
あ
る
。

　
新
聞
に
初
め
て
「
婦
人
」
と
銘
う
っ
た
紙
面
、
す
な
わ
ち
「
婦
人
面
」
が
で
ぎ
た
の
は
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
四
月
三
日
の
こ
と

で
、
東
京
の
読
売
新
聞
で
「
よ
み
う
り
婦
人
附
録
」
が
始
め
ら
れ
た
の
を
嗜
矢
と
す
る
。
こ
れ
は
、
目
露
戦
争
後
の
新
聞
社
間
の
販
売
競

争
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
読
売
が
、
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
企
画
し
た
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
紙
の
婦
人
欄
を
参
考
に
し

た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ほ
ぽ
一
ぺ
ー
ジ
が
使
わ
れ
た
。
そ
の
紙
面
構
成
は
、
論
説
に
あ
た
る
「
婦
人
と
時
勢
」
、
著
名
女
性
ら
の
動
向
を

探
る
「
婦
人
の
消
息
」
、
「
新
婚
の
人
」
、
「
女
学
校
消
息
」
、
子
ど
も
の
た
め
の
「
こ
ど
も
し
ん
ぶ
ん
」
「
世
界
童
話
」
、
日
常
的
な
家
事
に

役
立
つ
「
毎
日
の
惣
菜
」
「
市
中
の
物
価
」
「
家
庭
園
芸
案
内
」
な
ど
か
ら
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
現
在
の
家
庭
面
の
源
流
が
う
か
が
え
る
。

読
売
は
、
「
婦
人
附
録
」
の
創
設
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
六
ぺ
ー
ジ
建
て
の
新
聞
を
八
ぺ
ー
ジ
に
増
や
し
、
「
婦
人
附
録
」
に
は
羽
仁
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

子
（
『
婦
人
之
友
』
創
刊
者
）
の
夫
で
あ
る
羽
仁
吉
一
を
編
集
顧
間
に
迎
え
、
与
謝
野
晶
子
や
田
村
優
子
も
入
社
し
て
編
集
を
援
護
し
た
。
こ

の
「
よ
み
う
り
婦
人
附
録
」
は
、
一
九
一
九
年
九
月
一
一
日
か
ら
「
よ
み
う
り
婦
人
」
と
改
称
し
た
。

　
こ
う
し
た
「
家
庭
欄
」
や
「
婦
人
面
」
の
登
場
に
は
、
一
九
〇
〇
年
前
後
の
女
性
雑
誌
の
創
刊
ブ
ー
ム
が
関
係
し
て
い
よ
う
。
た
と
え

ば
、
現
存
し
て
い
る
『
婦
人
画
報
』
が
一
九
〇
五
年
、
『
婦
人
之
友
』
が
一
九
〇
八
年
、
『
婦
人
公
論
』
が
一
九
一
六
年
、
『
主
婦
之
友
（
現
、

主
婦
の
友
）
』
は
一
九
一
七
年
に
創
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
は
日
本
社
会
の
近
代
化
・
都
市
化
・
産
業
化
が
進
み
、
雇
用
人
口
が
増

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
専
業
主
婦
が
増
加
L
、
「
婦
人
」
と
か
「
主
婦
」
と
い
う
言
葉
が
、
洗
練
さ
れ
た
新
鮮
な
響
き
を
も
っ
て
た
ち
あ
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ら
わ
れ
て
き
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
「
よ
み
う
り
婦
人
附
録
」
が
企
画
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
女
性
雑
誌
の
隆
盛
、
そ
し

て
”
婦
人
と
主
婦
の
発
見
”
お
よ
び
、
新
聞
や
モ
ノ
を
購
買
す
る
力
を
も
っ
た
”
消
費
者
と
し
て
の
女
性
の
発
見
”
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お

　
一
方
、
こ
の
時
期
は
、
政
界
事
情
や
論
壇
に
つ
い
て
多
く
の
紙
面
を
さ
い
て
い
た
政
論
新
聞
で
あ
る
大
新
聞
が
、
民
権
運
動
の
衰
退
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

と
も
に
没
落
し
、
か
わ
り
に
大
阪
朝
日
、
東
京
朝
日
、
大
阪
毎
日
、
東
京
日
目
、
読
売
を
始
め
と
す
る
小
新
聞
、
す
な
わ
ち
大
衆
紙
が
台

頭
し
て
く
る
時
期
で
も
あ
る
。
現
在
の
新
聞
の
前
身
で
あ
る
こ
れ
ら
の
大
衆
紙
は
、
三
面
記
事
的
な
内
容
や
娯
楽
記
事
を
中
心
と
し
た
平

易
な
文
章
で
、
商
人
、
職
人
や
女
性
た
ち
に
支
持
さ
れ
、
隆
盛
を
誇
っ
た
。
大
衆
社
会
化
が
一
部
エ
リ
ー
ト
層
で
な
い
普
通
の
人
び
と
の

情
報
摂
取
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
発
展
さ
せ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
新
聞
の
大
衆
化
に
は
、
女
性
も
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
近
代
の
大
衆
社
会
が
完
成
す
る
に
は
、
「
教
育
」
が
重
要
で
あ
る
。
女
性
が
新
聞
読
者
と
し
て
た
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
た
め

に
は
、
そ
れ
だ
け
の
リ
テ
ラ
シ
ー
す
な
わ
ち
教
育
的
基
盤
が
で
き
あ
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当
時
、
女
性
に
は
公
民
権
が

な
く
、
結
婚
す
れ
ぽ
法
律
的
に
も
無
能
力
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
政
治
や
社
会
の
動
き
を
伝
え
る
新
聞
は
、
基
本
的
に
は
男
性
の
読
み
物
で

あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ぽ
、
明
治
時
代
、
山
川
菊
栄
が
教
師
に
「
新
聞
を
読
ん
で
い
る
」
と
い
う
と
、
教
師
は
渋
い
顔

を
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
そ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
「
（
当
時
の
）
娘
に
は
新
聞
も
小
説
も
読
ま
せ
な
い
と
い
う
の
が
、
そ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ろ
ま
じ
め
な
家
庭
の
誇
り
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
」
と
山
川
は
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
義
務
教
育
や
女
子
教
育
が
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
女
性
の
あ
い
だ
に
も
活
字
へ
の
欲
求
が
高
ま
っ
て
く
る
。
し
か
も
、
良
妻
賢
母
た
る
こ
と
へ
の
要
求
が
強
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
核
家
族
化
に
よ
っ
て
母
や
姑
か
ら
の
知
恵
の
伝
達
が
か
な
わ
な
い
。
故
郷
を
離
れ
て
都
市
に
移
り
住
ん
だ
比
較
的
高
学
歴
層

の
女
性
た
ち
が
、
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
当
時
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
本
や
新
聞
、
雑
誌
か
ら
得
よ
う
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
か
ろ
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う
。
そ
こ
で
前
述
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
女
性
向
き
の
欄
が
登
場
し
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
明
治

か
ら
大
正
に
移
ろ
う
と
す
る
時
代
は
、
女
性
の
労
働
や
、
教
育
に
お
け
る
女
性
の
地
位
向
上
が
論
壇
的
テ
ー
マ
と
な
る
時
期
で
も
あ
り
、

各
紙
誌
が
“
婦
人
問
題
”
を
多
く
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
、
「
よ
み
う
り
婦
人
附
録
」
の
創
設
に
大
き
く
あ
ず
か
っ
て
い

る
。
「
婦
人
附
録
」
が
で
き
る
前
の
一
九
＝
一
一
年
の
読
売
は
、
「
婦
人
界
消
息
」
と
し
て
青
鞘
社
の
動
き
を
伝
え
た
り
、
「
男
女
共
学
問
題
」

や
「
教
育
上
の
性
的
差
別
見
」
を
論
説
で
掲
げ
る
な
ど
し
て
お
り
、
”
婦
人
問
題
μ
が
争
点
で
あ
っ
た
時
代
背
景
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
新
聞
が
大
衆
化
し
、
女
性
に
も
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
ま
た
、
読
売
を
は
じ
め
と
す
る
大
衆
紙
の
投
書
欄
の
充
実
か
ら
も
い

え
る
。
創
刊
時
か
ら
「
大
衆
と
と
も
に
」
の
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
同
新
聞
は
、
一
九
一
四
年
四
月
三
日
の
「
よ
み
う
り
婦
人
附
録
」
の
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か
わ

設
時
に
、
早
く
も
「
婦
人
の
声
」
欄
を
出
現
さ
せ
て
い
る
。
「
婦
人
の
声
」
の
冒
頭
に
は
、
「
こ
の
欄
に
は
婦
人
、
家
庭
に
係
っ
た
ど
ん
な

小
さ
な
感
じ
で
も
語
り
合
っ
て
見
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
婦
人
方
は
も
と
よ
り
男
子
の
方
か
ら
も
投
稿
を
歓
迎
致
し
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い

（
6
）た
。
ま
た
、
「
身
上
相
談
」
と
い
え
ば
即
、
読
売
新
聞
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
「
身
上
相
談
」
欄
（
現
在
の
「
人
生
案
内
」
）
は
、
同
年
五
月
二

日
か
ら
「
婦
人
附
録
」
で
始
ま
っ
て
お
り
、
読
者
か
ら
の
便
り
を
載
せ
て
い
る
。

2

戦
中
・
戦
後
の
「
家
庭
面
」

　
こ
の
よ
う
な
「
家
庭
欄
」
や
「
婦
人
面
」
は
、
昭
和
に
入
る
と
、
家
庭
維
持
の
た
め
の
実
用
記
事
を
主
と
す
る
コ
ー
ナ
ー
の
性
格
を
強

め
て
い
く
。
そ
の
大
き
な
原
因
と
し
て
は
戦
争
の
時
代
に
な
り
、
生
活
が
変
化
し
は
じ
め
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
料
理
記
事
ひ
と
つ
と

っ
て
も
、
大
正
時
代
に
は
“
お
袋
の
味
”
で
は
な
い
、
ち
ょ
っ
と
目
先
の
変
わ
っ
た
料
理
を
扱
っ
た
記
事
が
人
気
を
呼
ん
だ
の
に
対
し
、

生
活
が
切
り
詰
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
た
と
え
ぽ
「
食
用
に
な
る
野
草
」
の
よ
う
な
記
事
が
喜
ば
れ
た
と
い
う
。
衣
服
や
住
居
に
関
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す
る
こ
と
も
同
様
で
、
女
性
が
「
銃
後
」
を
守
る
た
め
、
戦
時
色
の
濃
い
、
よ
り
実
用
に
徹
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
や
が
て
戦
争
も
末
期
に
な
る
と
、
資
源
不
足
か
ら
新
聞
そ
の
も
の
が
縮
小
・
減
ぺ
…
ジ
に
な
る
。
戦
後
家
庭
欄
が
再
び
あ
ら
わ
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
、
ま
ず
読
売
新
聞
に
お
い
て
で
、
記
録
に
よ
る
と
、
一
九
五
一
年
（
昭
和
≡
ハ
年
）
九
月
一
目
か
ら
の
「
婦
人
」
欄
で
あ
る
と
い
う
。
次

い
で
縮
刷
版
に
よ
り
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
九
月
一
七
日
、
毎
日
新
聞
の
朝
刊
が
、
「
家
庭
」
欄
を
復
活
す
る
。
こ
の
時
の
「
家
庭
」
欄

は
四
ぺ
ー
ジ
建
て
朝
刊
の
四
ぺ
ー
ジ
目
、
左
半
分
七
段
ほ
ど
で
、
復
活
第
一
回
目
の
九
月
一
七
目
の
同
欄
の
記
事
内
容
は
、
「
初
秋
の
生

花
」
「
母
た
ち
の
視
野
　
丸
岡
秀
子
（
エ
ッ
セ
イ
）
」
「
パ
リ
・
モ
ー
ド
　
レ
ー
ス
の
流
行
」
「
直
射
は
避
け
よ
う
　
上
手
な
電
燈
の
使
い
方
」

「
家
庭
つ
く
ろ
い
帖
　
レ
コ
ー
ド
の
そ
り
直
し
」
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
の
新
聞
は
、
用
紙
統
制
の
た
め
一
九
五
一
年
の
夏
ご
ろ
ま
で
は
朝
刊
の
み
、
し
か
も
多
く
が
表
裏
一
枚
の
二
ぺ
ー
ジ
建
て
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
が
、
九
月
ご
ろ
か
ら
は
四
ぺ
ー
ジ
建
て
紙
面
が
復
活
し
、
さ
ら
に
用
紙
統
制
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
朝
、
毎
、
読

全
国
紙
三
紙
と
も
同
年
一
〇
月
一
日
か
ら
夕
刊
が
二
ぺ
ー
ジ
建
て
で
再
開
さ
れ
た
。
朝
目
で
は
、
こ
の
一
〇
月
一
日
夕
刊
か
ら
「
家
庭
」
欄

が
登
場
、
ニ
ペ
ー
ジ
建
て
紙
面
の
二
ぺ
ー
ジ
目
、
社
会
面
の
下
三
段
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
パ
リ
・
モ
ー
ド
の
ス
ー
ッ
に
つ
い
て
の
「
白

と
黒
の
階
調
」
、
「
伸
び
の
び
と
子
の
育
つ
秋
」
「
好
き
な
日
本
料
理
　
外
国
婦
人
に
聞
く
」
と
い
っ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
「
家
庭
欄
」

は
、
敗
戦
後
六
年
を
経
て
、
よ
う
や
く
言
論
活
動
の
自
由
が
実
質
的
に
保
障
さ
れ
る
た
め
の
媒
体
で
あ
る
“
紙
”
の
供
給
の
再
開
と
と
も

に
復
活
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
毎
日
で
は
、
朝
刊
「
家
庭
」
欄
が
一
九
五
二
年
七
月
か
ら
夕
刊
に
も
載
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
そ
の
夕
刊
の
欄
が
「
婦
人
」

と
名
う
た
れ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
ま
た
、
朝
刊
、
夕
刊
ど
ち
ら
で
も
「
家
庭
・
婦
人
」
と
記
し
て
あ
っ
た
り
と
一
貫
し
な
い
名
称
の
時

期
が
続
く
が
、
一
九
五
二
年
一
〇
月
二
五
日
の
朝
刊
に
は
、
「
家
庭
”
面
”
」
と
い
え
る
よ
う
な
、
下
段
は
広
告
だ
け
の
一
ぺ
ー
ジ
を
ま
る
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ま
る
使
っ
た
面
建
て
と
な
っ
た
。
一
九
五
三
年
前
後
か
ら
は
、
朝
刊
で
の
「
家
庭
・
婦
人
」
面
が
ほ
ぽ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
な
っ
た
よ
う
だ
が
、

民
放
ラ
ジ
オ
が
始
ま
っ
た
た
め
、
一
九
五
三
年
七
月
一
八
日
か
ら
は
、
ラ
ジ
オ
欄
と
ス
ペ
ー
ス
を
分
け
合
う
よ
う
に
な
り
、
再
び
”
面
”

か
ら
”
欄
”
に
格
下
げ
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
“
欄
”
か
ら
”
面
”
に
戻
る
の
は
、
毎
日
の
場
合
一
九
五
七
年
一
月
四
目
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
時
の
名
称
は
「
家
庭
」
で
、
「
連
動
ナ
ベ
の
生
活
」
「
女
の
気
持
　
お
め
で
た
い
叫
家
だ
ん
ら
ん
」
「
ク
ツ
　
今
年
の
流
行
」
「
ホ
ー
ム
ド

ク
タ
ー
　
骨
折
と
脱
臼
、
捻
挫
」
「
年
始
に
（
詩
）
」
「
私
は
強
く
生
き
ぬ
き
ま
す
ー
『
女
の
気
持
』
で
立
ち
直
っ
た
本
田
さ
ん
」
な
ど
の

記
事
が
八
段
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
、
下
段
に
は
小
説
が
載
っ
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
内
容
的
に
も
ほ
ぼ
現
在
の
家
庭
面
と
同
様
の

構
成
と
な
っ
て
い
る
。
朝
日
の
場
合
は
、
夕
刊
で
の
掲
載
が
ず
っ
と
続
き
、
一
九
五
三
年
一
月
に
は
．
欄
”
か
ら
“
面
”
へ
の
体
裁
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
朝
日
の
家
庭
面
は
一
九
六
二
年
一
〇
月
三
〇
日
ま
で
夕
刊
に
あ
り
、
他
紙
と
は
一
線
を
面
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
戦
後
の
「
家
庭
面
」
の
歴
史
で
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
ぎ
ご
と
の
ひ
と
つ
は
投
書
の
活
発
化
で
あ
ろ
う
。

　
朝
日
新
聞
の
「
ひ
と
と
き
」
が
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
一
年
一
〇
月
二
日
夕
刊
の
東
京
本
社
版
か
ら
で
、
「
家
庭
」
欄
復

活
の
翌
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
初
は
著
名
女
性
の
ニ
ッ
セ
イ
を
掲
載
す
る
欄
と
し
て
出
発
し
、
第
一
回
の
こ
の
と
き
の
筆
者
は
作
家
の

平
林
た
い
子
、
そ
の
題
名
は
「
台
所
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
般
の
女
性
の
文
章
が
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
の
は
翌
一
九
五
二
年
一
月

七
日
の
こ
と
で
、
市
川
市
の
主
婦
に
よ
る
「
“
し
つ
け
”
ば
や
り
」
と
い
う
投
書
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
「
ひ
と
と
き
」
は
、
「
家
庭
」
面

に
お
け
る
無
名
の
女
性
の
投
稿
欄
と
し
て
今
に
続
い
て
い
る
。
当
初
は
「
た
だ
の
女
性
に
貴
重
な
紙
面
を
提
供
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の

か
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
欄
は
女
性
の
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　
実
際
、
「
ひ
と
と
き
」
が
一
般
の
女
性
に
開
放
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
一
九
五
二
年
に
寄
せ
ら
れ
た
反
応
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
多

か
っ
た
。
「
私
た
ち
今
ま
で
の
女
性
は
、
世
の
中
か
ら
離
れ
て
、
う
ち
の
中
に
ば
か
り
く
す
ぶ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
聞
は
、
偉

い
か
た
の
お
書
ぎ
に
な
る
も
の
、
…
…
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
：
…
・
そ
れ
な
の
に
近
ご
ろ
は
、
か
く
れ
て
い
た
女
の
ひ
と
た
ち
の
声
を
の
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せ
た
り
、
多
く
の
庶
民
の
中
か
ら
、
女
の
考
え
を
聞
い
て
下
さ
っ
た
り
、
…
…
急
に
自
分
た
ち
の
足
も
と
が
照
ら
し
だ
さ
れ
た
感
じ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

す
」
「
自
分
も
ひ
と
つ
、
自
分
の
周
囲
の
出
来
事
を
文
章
に
ま
と
め
て
み
よ
う
か
、
と
大
そ
れ
た
冒
険
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
」

（
－
・
．
－
は
引
用
者
に
よ
る
省
略
、
以
下
同
様
）
。
無
名
の
女
性
が
、
し
か
も
大
勢
、
自
分
の
思
い
を
文
章
に
綴
り
、
そ
れ
を
世
間
に
公
表
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
女
性
の
歴
史
の
中
で
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ビ
キ
ニ
の
水
爆
実
験
で
犠

牲
と
な
っ
た
第
五
福
竜
丸
に
つ
い
て
の
投
書
、
「
久
保
山
さ
ん
の
死
を
想
う
」
（
一
九
五
四
年
九
月
二
六
日
）
を
き
っ
か
け
に
、
一
九
五
五
年

六
月
に
は
、
「
ひ
と
と
き
」
に
登
場
し
た
女
性
た
ち
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
「
ひ
と
と
き
」
読
者
の
女
性
グ
ル
ー
プ
「
草
の
実
会
」
が
創
設

さ
れ
、
原
水
爆
に
反
対
す
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
も
影
響
を
与
え
て
い
く
。

　
一
九
五
一
年
に
で
き
た
「
ひ
と
と
き
」
に
な
ら
っ
て
、
毎
日
新
聞
夕
刊
の
「
家
庭
」
面
（
な
い
し
「
婦
人
」
欄
の
時
も
あ
っ
た
）
は
一
九
五

二
年
一
〇
月
二
七
日
か
ら
一
般
女
性
の
投
稿
か
ら
な
る
「
女
性
の
広
場
」
（
一
九
五
四
年
か
ら
「
女
の
気
持
ち
」
）
を
、
読
売
新
聞
も
同
年
か
ら

「
女
性
の
こ
え
」
（
の
ち
の
「
赤
で
ん
わ
」
）
を
創
設
す
る
。
「
赤
で
ん
わ
」
は
今
で
は
性
別
を
問
わ
な
い
が
、
「
ひ
と
と
き
」
・
「
女
の
気
持
ち
」

は
現
在
も
、
投
稿
者
を
女
性
に
限
定
し
、
女
性
の
思
い
を
綴
る
欄
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

3

家
庭
・
家
族
の
変
動
に
と
も
な
う
家
庭
面
の
変
化

　
日
本
社
会
が
戦
後
の
混
乱
期
を
脱
し
て
、
経
済
が
急
成
長
を
と
げ
た
「
高
度
経
済
成
長
期
」
に
は
、
電
気
洗
濯
機
、
電
気
冷
蔵
庫
、
電

気
掃
除
機
の
「
三
種
の
神
器
」
の
普
及
を
は
じ
め
と
し
て
、
家
事
労
働
の
省
力
化
と
消
費
社
会
化
が
急
速
に
進
ん
だ
。
こ
の
時
期
は
、
外

（
会
社
）
へ
出
て
生
産
労
働
に
従
事
す
る
男
の
あ
り
方
と
、
家
事
と
消
費
と
子
ど
も
と
の
密
着
生
活
に
追
わ
れ
る
女
の
あ
り
方
が
固
定
化
さ

れ
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
の
ち
に
表
面
化
す
る
家
族
関
係
や
社
会
に
お
け
る
病
理
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
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ち
な
み
に
、
一
貫
し
て
夕
刊
に
あ
っ
た
朝
日
の
「
家
庭
」
面
は
、
一
九
六
二
年
一
一
月
一
日
、
朝
刊
に
移
っ
た
。

　
し
か
し
、
女
性
の
就
業
率
が
増
し
、
産
業
構
造
の
変
化
が
進
行
す
る
な
か
で
女
性
の
権
利
意
識
が
強
ま
り
、
一
九
七
〇
年
前
後
か
ら
男

女
平
等
の
機
運
が
高
ま
る
と
、
女
性
読
者
を
想
定
し
た
女
性
向
け
の
面
と
い
う
性
格
の
強
か
っ
た
従
来
の
「
家
庭
面
」
の
あ
り
方
に
、
わ

ず
か
な
が
ら
も
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
女
性
解
放
運
動
の
動
向
や
日
本
の
運
動
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

女
性
差
別
に
ふ
れ
、
男
女
平
等
を
説
く
記
事
が
多
く
な
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
に
窮
り
が
さ
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
一
九
七
五
年
の
国
際

婦
人
年
、
そ
れ
に
続
く
国
連
婦
人
の
一
〇
年
が
始
ま
る
こ
と
で
、
「
家
庭
面
」
は
ひ
と
つ
の
転
機
を
迎
え
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
「
は
じ
め
に
」
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
女
性
差
別
撤
廃
条
約
は
こ
の
国
際
婦
人
年
、
国
連
婦
人
の
一
〇
年
の
成
果
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
伝

統
的
な
性
別
役
割
分
業
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
性
別
役
割
分
業
の
変
革
は
、
女
性
の
社
会
進
出
を

促
進
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
男
性
の
家
庭
へ
の
参
加
を
求
め
る
も
の
で
も
あ
っ
た
点
に
も
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
一
九

七
五
年
一
月
三
日
か
ら
朝
日
新
聞
は
「
男
女
平
等
・
考
」
を
四
回
に
わ
た
り
企
画
し
、
ま
た
一
九
七
六
年
三
月
か
ら
は
「
戦
後
っ
子
夫
婦
」

を
連
載
し
て
新
し
い
カ
ッ
プ
ル
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
実
態
を
描
い
て
話
題
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
一
九
八
○
年
代
に
入
る
と
、
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
社
会
の
側
も
、
両
性
の
関
係
を
含
め
て
実
際
に
変
わ
り
始
め
る
。
特

に
顕
著
に
な
っ
た
の
は
、
親
子
・
夫
婦
な
ど
家
族
を
め
ぐ
る
人
間
関
係
の
変
化
で
、
登
校
拒
否
、
い
じ
め
、
家
庭
内
暴
力
、
家
庭
内
離
婚

等
、
そ
れ
ま
で
隠
さ
れ
て
い
た
間
題
が
一
挙
に
吹
き
出
し
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
朝
日
で
は
一
九
七
九
年
八
月
か
ら
七
回
、
「
密
室
の

母
子
」
と
題
し
て
受
験
競
争
の
あ
お
り
を
受
け
て
家
庭
内
暴
力
等
で
揺
れ
る
親
子
の
関
係
を
ル
ポ
し
た
ほ
か
、
本
多
勝
一
『
子
供
た
ち
の

復
讐
』
（
一
九
八
○
）
、
斎
藤
茂
男
『
妻
た
ち
の
思
秋
期
』
（
一
九
八
二
）
、
林
郁
『
家
庭
内
離
婚
』
（
一
九
八
五
）
な
ど
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら

子
ど
も
、
妻
、
家
族
の
変
化
・
病
理
現
象
に
関
す
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
性
別
役
割
分
業
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
朝
日
で
は
、
一
九
八
二
年
の
元
旦
の
家
庭
面
で
「
男
の
自
立
」
に
関
す
る
座
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談
会
が
組
ま
れ
、
ま
た
一
月
四
目
か
ら
は
「
迫
ら
れ
る
男
の
自
立
」
が
連
載
さ
れ
は
じ
め
た
。
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
現
象
を
女
性
の
社
会

進
出
と
結
び
付
け
、
母
親
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
や
「
母
性
愛
」
の
欠
如
、
「
父
権
」
の
欠
如
の
問
題
と
し
て
論
じ
、
子
ど
も
や
夫
を
「
錦
の

み
旗
」
と
し
て
厚
女
性
は
家
庭
に
帰
れ
“
と
主
張
す
る
人
や
論
調
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
、
そ
れ
ま
で
一
ぺ
ー
ジ
だ
っ
た
全
国
紙
の
「
家
庭
面
」
の
二
ぺ
ー
ジ
、
ワ
イ
ド
化
が
相
次
ぐ
。
先
鞭
を
つ
け
た
の

が
毎
日
新
聞
で
、
一
九
八
二
年
一
二
月
に
、
そ
れ
ま
で
の
「
家
庭
」
面
の
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
学
芸
部
の
家
庭
班
を
、
生
活
家
庭

部
と
し
て
独
立
さ
せ
、
翌
八
三
年
一
月
か
ら
（
広
告
面
の
都
合
で
見
開
き
で
は
な
い
も
の
の
）
二
ぺ
ー
ジ
体
制
と
な
っ
た
。
続
い
て
読
売
が

「
婦
人
と
く
ら
し
」
面
を
四
月
に
両
面
化
し
、
朝
日
は
そ
の
一
年
後
、
八
四
年
四
月
か
ら
見
開
き
と
な
っ
た
。

　
だ
が
本
格
的
に
「
男
性
の
あ
り
方
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
」
と
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
五
年
、
国
連
婦
人
の
一
〇
年

最
終
年
前
後
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
変
化
は
、
「
家
庭
面
」
の
み
な
ら
ず
、
新
聞
全
体
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
八
五
年
の
新
年

か
ら
、
い
く
つ
か
の
新
聞
が
「
家
族
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
連
載
記
事
を
掲
げ
た
こ
と
が
興
味
深
い
。
一
月
一
日
か
ら
毎
日
新
聞
が
朝
刊
社

会
面
で
「
夫
た
ち
の
場
所
－
家
族
新
時
代
」
と
い
う
連
載
を
開
始
し
た
ほ
か
、
朝
日
新
聞
も
一
月
四
日
か
ら
「
桶
男
た
ち
の
点
滅
」
（
大
阪

本
社
版
夕
刊
）
を
始
め
た
。
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
は
い
ず
れ
も
家
族
・
家
庭
で
あ
っ
た
。
本
論
で
は
分
析
に
取
り
上
げ
な
か
っ
た
目
本
経
済
新

聞
も
、
前
年
一
一
月
二
八
日
か
ら
社
会
面
で
の
毎
週
の
連
載
コ
ラ
ム
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
で
、
「
家
族
の
絆
」
シ
リ
ー
ズ
を
開
始
し
、
一
九

八
五
年
の
新
年
も
引
き
続
き
連
載
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
一
月
一
日
の
別
刷
り
で
は
、
「
お
や
じ
頑
張
れ
」
と
い
う
特
集
（
2
ぺ
ー
ジ
見
開

き
）
も
組
ま
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
家
族
や
家
庭
を
論
ず
る
の
は
「
家
庭
面
」
の
役
割
で
あ
り
、
そ
の
主
人
公
は
女
性
や
子
ど
も
だ
っ
た
。

そ
れ
が
社
会
面
な
ど
の
他
面
へ
“
進
出
”
し
、
し
か
も
男
性
と
家
族
・
家
庭
を
テ
ー
マ
に
据
え
た
の
だ
か
ら
、
画
期
的
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
、
「
家
庭
面
」
の
中
に
男
性
を
引
き
込
む
試
み
も
始
ま
る
。
た
と
え
ぽ
朝
日
が
、
一
九
八
四
年
の
三
月
二
三
日
、
そ
れ
ま
で
一
ぺ

ー
ジ
で
あ
っ
た
「
家
庭
」
面
を
見
開
き
二
ぺ
ー
ジ
に
す
る
こ
と
を
社
告
し
、
前
述
の
よ
う
に
四
月
か
ら
実
施
、
「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ウ
ー
マ



ソ
」
な
ど
の
働
く
女
性
の
実
態
を
エ
ッ
セ
イ
に
し
た
シ
リ
ー
ズ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
し
て
同
時
期
に
は
じ
ま
っ
た
「
男
の
腕
ま
く

り
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
男
性
に
対
し
、
”
家
庭
で
の
仕
事
”
に
目
を
開
か
せ
る
試
み
を
開
始
し
た
。
一
方
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
（
当
時
）
は
、

一
九
八
四
年
五
月
か
ら
「
生
活
」
面
で
「
男
の
本
音
」
を
連
日
（
月
～
金
曜
）
連
載
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
後
に
も
言
及
す
る
よ
う

に
、
長
い
間
「
婦
人
」
と
い
い
な
ら
わ
し
て
き
た
読
売
の
「
婦
人
と
く
ら
し
」
面
が
、
八
六
年
五
月
か
ら
「
家
庭
と
く
ら
し
」
面
へ
と
名

称
を
変
更
し
た
。
さ
ら
に
、
八
八
年
五
月
に
は
産
経
新
聞
が
題
字
と
と
も
に
全
紙
面
を
刷
新
し
、
家
庭
面
を
カ
ラ
ー
見
開
き
ぺ
ー
ジ
に
し

て
料
理
カ
ー
ド
形
式
の
斬
新
な
紙
面
構
成
を
導
入
す
る
一
方
、
若
い
夫
婦
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
赤
ち
ゃ
ん
！
パ
パ
だ
よ
1
記
者
の
育
児

ノ
ー
ト
ー
」
を
毎
週
掲
載
す
る
よ
う
に
な
る
（
八
九
年
）
な
ど
、
各
紙
で
の
新
し
い
家
庭
面
づ
く
り
の
試
み
は
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

傾
向
は
、
い
ず
れ
も
男
女
の
性
役
割
が
流
動
化
し
つ
つ
あ
る
状
況
に
見
合
っ
た
動
き
と
い
え
よ
う
。
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以
上
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
当
初
女
性
の
た
め
の
特
別
ぺ
ー
ジ
と
し
て
始
ま
っ
た
家
庭
面
は
、
実
用
面
を
経
て
、
現
在
で
は
男
性
も
含

め
て
生
活
の
あ
り
方
を
探
る
面
へ
と
、
そ
の
性
格
を
変
え
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
う
し
た
大
き
な
流
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
在
の
家
庭
面
で
は
、
は
た
し
て
男
性
も
か
か
わ
り
、
読
め
る
、
両
性
の
た
め
の
紙
面
づ
く
り
が
十
分
な
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

「
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
」
が
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
を
は
さ
ん
だ
一
九
八
五
年
お
よ
び
一
九
八
六
年
一
〇
月
の
朝
日
、

毎
日
、
読
売
の
三
大
全
国
紙
の
家
庭
面
を
調
査
し
た
限
り
で
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
印
象
を
ぬ
ぐ
え
な
い
。
次
節
以
降
で

は
、
男
女
双
方
に
等
し
く
開
か
れ
る
と
い
う
家
庭
面
の
趨
勢
が
、
ど
の
程
度
ま
で
進
展
し
て
い
る
の
か
、
量
的
分
析
を
ま
じ
え
つ
つ
、
実

証
的
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。



　　　　　　　　　　　　國學院法學・第28巻第2号（1990）　　14

　　表2　家庭面記事の分類項目と分類基準

　　　　　　　　分　　　類　　　基　　　準

政治，経済，法律，女性運動以外の社会運動，労働など

自然，環境，園芸など

医療・健康（相談），生命科学，機械，コンピュータ技術など

衣食住，マナー（冠婚葬祭など），商品テスト，生活に関する調査など

家庭教育，学校教育，学校事情，育児のアドバイスなど

障害者，高齢者，福祉施設など

生き方，宗教など

文化，学芸，イベント案内，書評，音楽，映画など

女性問題をテーマとする動き，運動，研究，報告など

ひととき（朝日），女の気持ち（毎日），赤でんわ（読売），人生相談
など

連載小説，その他上記以外のもの

分類項目

社　　会

自然・環境

医療・科学

生　　活

教育・育児

社会福祉

人　　 生

文　　 化

女性学・運動

稿投

その他

■
　
家
庭
面
情
報
の
現
在

1
　
一
九
八
五
年
の
家
庭
面
の
構
成

ま
ず
は
じ
め
に
、
家
庭
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
事
内
容
を
量

的
に
把
握
す
る
た
め
、
各
紙
の
家
庭
面
が
ど
の
よ
う
な
分
野
に
ど

の
程
度
言
及
し
て
い
る
か
、
そ
の
頻
度
・
割
合
を
み
て
み
よ
う
。

分
析
の
対
象
と
し
た
紙
面
は
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
一
日
か
ら
三

一
日
ま
で
の
朝
日
、
毎
日
、
読
売
三
紙
の
東
京
・
最
終
版
朝
刊
家

庭
面
（
朝
目
「
家
庭
」
、
毎
日
「
家
庭
」
、
読
売
「
婦
人
と
く
ら
し
」
）
、

お
よ
び
翌
一
九
八
六
年
一
〇
月
の
同
三
紙
朝
刊
の
家
庭
面
（
読
売

の
み
「
家
庭
と
く
ら
し
」
に
名
称
変
更
）
で
あ
る
。
家
庭
面
の
記
事
分

野
の
分
類
項
目
は
、
「
社
会
」
「
自
然
・
環
境
」
「
医
療
・
科
学
」

「
生
活
」
「
教
育
・
育
児
」
「
社
会
福
祉
」
「
人
生
」
「
文
化
」
「
女
性

学
・
女
性
運
動
」
「
投
稿
」
「
そ
の
他
」
か
ら
な
る
二
項
目
で
、

そ
の
分
類
基
準
は
、
表
2
に
示
し
た
。
各
記
事
は
扱
い
の
大
小
に

か
か
わ
ら
ず
、
一
記
事
一
件
と
し
て
カ
ウ
ソ
ト
し
た
。
た
だ
し
、
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イ
ベ
ソ
ト
案
内
、
書
評
な
ど
が
、
同
一
コ
ラ
ム
に
複
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
や
投
書
の
特
集
は
、
ま
と
め
て
一
件
と
数
え
た
。

　
こ
の
分
野
分
類
に
基
づ
き
、
記
事
件
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
結
果
が
、
一
九
八
五
年
の
表
3
と
一
九
八
六
年
の
表
4
で
あ
る
。
な
お
、
家

庭
面
は
各
紙
と
も
通
常
二
ぺ
ー
ジ
分
で
、
朝
日
は
月
曜
日
の
み
が
一
ぺ
ー
ジ
、
読
売
は
八
五
年
は
月
曜
日
の
み
一
ぺ
ー
ジ
で
八
六
年
は
木

曜
日
の
み
が
一
ぺ
ー
ジ
で
あ
る
。
月
曜
日
を
除
く
朝
日
、
読
売
両
紙
の
八
五
年
の
家
庭
面
は
二
ぺ
ー
ジ
見
開
き
と
な
っ
て
い
る
が
、
毎
目

の
場
合
は
見
開
き
で
は
な
く
、
一
ぺ
ー
ジ
お
き
に
左
面
に
、
読
売
の
八
六
年
も
曜
日
に
よ
っ
て
は
同
様
の
ス
タ
イ
ル
で
掲
載
さ
れ
て
い

る
。　

ま
ず
、
表
3
で
凶
九
八
五
年
の
家
庭
面
を
み
る
と
、
三
紙
と
も
期
間
中
の
総
記
事
数
は
三
一
〇
～
三
四
〇
件
ほ
ど
で
、
量
的
に
大
き
な

へ
だ
た
り
は
み
ら
れ
な
い
。
一
日
に
一
〇
件
強
の
記
事
が
家
庭
面
の
二
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
各
紙
別
に
み
て
い
く
と
、
朝
日
で
は
、
二
段
ほ
ど
の
小
さ
な
扱
い
で
は
あ
る
が
「
お
そ
う
ざ
い
の
ヒ
ン
ト
」
（
連
日
）
や
「
秋
は

や
は
り
サ
ン
マ
　
料
理
に
一
工
夫
で
『
ご
ち
そ
う
』
に
」
（
一
〇
月
二
日
）
、
「
エ
プ
ロ
ソ
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
」
（
一
〇
月
一
六
日
）
、
「
綿
コ
ー

ト
で
暖
か
く
優
美
に
」
（
一
〇
月
二
八
日
）
な
ど
の
料
理
、
栽
縫
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
の
実
用
記
事
に
代
表
さ
れ
る
「
生
活
」
が
、
二
一
％

で
筆
頭
に
く
る
。
現
在
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
一
九
八
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
男
性
向
け
に
料
理
や
目
曜
大
工
の
や
り
方
を

”
指
南
”
す
る
「
男
の
腕
ま
く
り
」
（
毎
木
曜
日
）
も
、
こ
こ
に
カ
ウ
ソ
ト
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
女
性
関
連
の
集
会
を
中
心
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
案
内
で
あ
る
「
情
報
ク
リ
ッ
プ
」
（
火
．
水
．
金
曜
日
）
や
著
名
人
（
多
く
は
男
性
だ
が
）
が
名
著
な
ど
の
解
説
を
す
る
「
○
○
さ
ん
と
△

△
を
読
む
」
な
ど
が
分
類
さ
れ
る
「
文
化
」
が
二
〇
％
で
第
二
位
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
家
庭
面
の
投
書
欄
と
し
て
は
”
老
舗
”
の

「
ひ
と
と
き
」
（
連
日
）
や
家
庭
で
の
お
か
し
な
で
ぎ
ご
と
を
つ
づ
っ
た
「
さ
て
・
お
や
・
し
か
し
」
（
毎
日
曜
日
）
な
ど
か
ら
な
る
「
投
稿
」

と
、
現
場
の
第
一
線
で
働
く
女
性
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
紹
介
す
る
「
お
ん
な
輝
い
て
」
（
毎
火
曜
日
）
や
、
「
く
ら
し
の

マ
ネ
ー
学
」
（
毎
木
曜
日
）
と
い
っ
た
経
済
に
関
す
る
も
の
、
「
眠
っ
て
い
る
衣
料
を
難
民
に
　
広
が
る
運
動
東
京
に
も
窓
口
」
（
一
〇
月
一
一
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1985年分類項目別家庭面の記事内容表3

朝日新聞a

例し出見事記

おんな輝いて（1日，8日，15日，22目，29日），アル
中克服へ連帯（3日），主婦の仕事探し（4日），眠っ
ている衣料を難民に（11日），市民運動も電算機時代に
（13日），増えるクレジットカード多機能化進む（20日）
米国で深刻な老人いじめ（27日），暮らしのマネー学
（3日，10日，17日，25目）

種とり保存のコツ（15日），園芸ごよみ11月（18目），
コガネムシの大発生に注意（21日）

おなかの石（8日，9日，10日，12目，14目，15日），
スポーツ始める前体の検査や相談を（9目），心身健康
まず食から（29日）

秋はやはりサンマ（2日），男の腕まくり（3目，10日
17日，25目），コート代用のスーツ（4日），暮らし再
考（3日，10日，17日，25日），エプ・ンをつくりませ
んか（19日，21目），綿コートで暖かく優美に（28日〉
おそうざいのヒント（連日）

赤ちゃんと楽しく（1目，8日，15目・22日，29日），
非行少年たちが立ち直った（8日），教室で豚を食べる
（16日），え一寸劇の出前でござい注文待つr男の子育
てを考える会」（17日），学校にいきたい（21目，22目，
23日，24日，26目，28日，29日，30目，31日）

点字ワープロで盲人の活動広がる（2日），映画r花い
ちもんめ」でボケ老人役千秋実さん（5日），高齢女性
用の既成衣料品（13日），ニューヨーク最先端（19日）

女らしさなんて嫌い（1日）

女のインデックス（1日，8日，15日，22日，29日），母
と子の試聴室（4日，11目，18日，25日），別役実さんと
シャーロックホームズをよむ他（6日，13日，20日，27
目）小原流の流れを一望に（26日），絵手紙描いて365
日（30日），本だな（不定期），情報クリップ（火・金・日）

日本の看護婦の歴史をたどる（15日），西暦二〇〇〇年
へ向けて（16日），結婚しても別姓選べたら7割（22日），
頑固でも理念貫く一40年迎える婦人有権者同盟一（26
日）

よむ（6日，ユ3旧，20日．27日），一筆啓上（5日，ユ2
日，19日，26目）さて・おや・しかし（6日，13日，
20日，27目），ひととき（連日）

10月（1目），落ち葉の上（6日，13日，20日，27目），
わが町（6日，13日，20目，27日），小説・雲の宴（連目）

比　率
　　（％）

※
④13．7

舗記数分類項目

43会社

⑩1．03自然・環境

⑦3．812医療・科学

①21．367活生

⑥10．533教育・育児

⑧1．65社会福祉

⑪0．3

②20．1

　1

63

生

イヒ

人

文

⑨1．34女性学・
運　　動

③14．044稿投

⑤12．439その他

100．0314計合

※O番号は記事頻度順位を表す（以下表4まで同様）
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毎日新聞b

例し出見事記

わかりやすい年金学（1日，8日，15日，22日，29日），
ニットの巨人“日本進出”（2日），A　I　D　Sどこまで？
（11目），r私たちの飽食」で討議（14目），女子学生の
就職（21日，22日，23日），新しい養子制度の夜明けに
一歩（28日）

季節のこばこ（1日），四季のいろどり（2日，9日，16
日，23目，30日），ぐり一んらいふ私の菜園日記（20目）

r口の周辺」の心身症（2日），あなたのカルテ（4日，
11日・18目，25日），がん・謎とぎの旅（4日，11日，
18日，25日），子どもの腰痛（17目），適切な運動は（18
目），標準体重（25日）

食べ物抄（3日，10日，17日，24目），張り替えるなら
今がチャンス（4日），素材で考える（5日，12日，19
日，26日），男の朝のおしゃれ（6日），この秋，メー
クはバロック調（13日），毎日夫人（8日，14日，20日，
27日），押し入れの中にしまってある残り毛糸で編もう
レッグウォーマー（27日），食卓の一品（月～木）

コンピュータは教育を変えるか（1日，2日，3日），日
教組の教育改革案シンポ（3日），ママの目医者の目（5
日，12目，26目），算数そこが知りたい（6日，13日，
20目・27日），障害児のための就学ホットライン（10日）

トーク老い（1日，8日，15日，22日，29日），生き生
き自立「老人の街」（5日），福祉の国の福祉機器（7
日），日本ろう者劇団が芸術祭参加公演（12日），目系
のお年寄りに故国の味（26日）

15年がかり結核卒業（2日），しなやかに挑戦（7日，
14目，21日，28日），r菊池寛賞」受賞の田村武能さん
語る（14目），女に生まれたのは幸せか（30日）

トニー・アンド・ガイの新作ヘア・ファッションショ
ー（1日），アン・ペッパーの旅に学ぶ（1日，8日，
15日，22日，29日），母と子のレコード（2日，9日，
16日，23目，30日），私の本との出会い（14日～16日），
能登島rたくみの里」（20日），話題を呼ぶドラマr教
員室」（21日），化粧（25日～31日），ほん（不定期）

夫婦の姓について（21日）

すきな先生　きらいな先生（6日，13日，20目，27日），
読者の手記（27目），女の気持ち（連日）

蝶々のつづれぽなし（2日，9日，16目，23日，30日），
まち・ひと・はなし（6日，13日，20日，27日），小説・
柳生兵庫助（連目）

比　率
（％）

⑤10。5

講記数分類項目

36会社

⑨2．07自然・環境

⑧3．512医療・科学

②18．463活生

④12．944教育・育児

⑦4．716社会福祉

⑨2．07生人

①20。971イヒ文

⑪0。3

⑤10．5

1

36

女性学・

運動
投稿

③14．349その他

100．0342計合
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聞新売読C

例し出見事記

働ぎたいあなたへ（1日，8日，15日，22日，29日），
ワーキングウーマン内外事情（1日，8日，15日，22
日，29日），遺言一意識と実態（4日），欧州毛皮日本
に上陸（5日），負担多いVDT作業（8日），個人貯蓄
指南します（17日），ご注意キャッチセールス（27日）

季節の手帳（3日，10日，17日，24日），みんなの園芸
（4日，11日，18日，25日）

ガンと生きる（4日．11日，18日，25目）健康カレン
ダー（13日），安くかかれる高度先進医療（13日），自律
訓練法（15日），体重をチェックする健康器具（23日）

比率
（％）

⑤7．1

蒲記数分類項目

24会社

⑧2．48自然・環境

⑥4．214医療・科学

　
1
9
2
0
台

髪
　
　
，
，

白
日
日
）

　
2
3
日

，
1
1
2

　
　
　
　
　
　
　

日
，
・
（

雛
日
日
ン

，
5
ω
ヨ

日
（
　
シ

峯
齢
も

臥
メ
Q
ア
～

婁
れ
矯

・
，
入
ず
理

醐
手
く
料

4
の
着
の

臥
（
し
秋
う

ω
犠
巽

か
や
》
》
》

す
し
日
日
日

で
お
2
6
2
7
連

全
あ
，
，
（

安
さ
日
日
所

①29．299活生

お話ひとこと（7日，14日，21日，28日），すくすく育
児メモ（7日，14日，21日，28日），わが子を本好ぎに
（14日），いじめ解決へ訴え（21日）

高齢化社会と住まい（2日），お年寄り介護のヒソト
（6日，13日，20日，27目），やはり違うスウェーデン
（9日）

ひと，しごと（1日）

女性ライブラリー（4日，11日，18日，25日），ぐるめ
（5日，12日，19日，26日），私のAVルーム（5日，
12日，19日，26日），いきいきタイム（6日，13日，20
日，27日），母と子の図書室（7目，14日，21日，29目）
パリ・プレタポルテ・コレクション（30日），親と子の
ミュージック（不定期），本だな（不定期）

女性雑誌の現在（9日），国連婦人の十年総括シンポジ
ウム（16日）

投書特集シェイプアップ（3日），ヘレンおばさんの
なんでも相談（6日，13日，20日，27日），女の詩女
のうた（5日，12日，19日，26日），赤でんわ（不定
期），人生案内（月～土），こどもの詩（月～土）

まんがちっくランド（2日，16日，30日），11月のしお
り（31日），おことわり…休載のお知らせ（31日），お
茶の間スポット（不定期）

⑦3．010教育・育児

⑨1．86社会福祉

⑪0．3

②22。0

1生人

74化文

⑩0。62

②22．074

女性学・
運　動

投　稿

④7．425その他

100．0337計合
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日
）
と
い
う
社
会
運
動
を
扱
っ
た
記
事
な
ど
に
よ
る
「
社
会
」
が
、
と
も
に
一
四
勉
で
三
位
四
位
に
き
て
い
る
。

　
毎
日
で
は
、
時
に
応
じ
て
掲
載
さ
れ
る
女
性
関
連
の
イ
ベ
ソ
ト
案
内
や
、
「
テ
ー
マ
特
集
　
私
の
本
と
の
出
会
い
」
（
一
〇
月
一
四
、
一
五
、

一
六
日
）
、
「
話
題
を
呼
ぶ
ド
ラ
マ
『
教
員
室
』
」
（
一
〇
月
二
一
目
）
、
「
ア
ン
・
ペ
ッ
パ
ー
の
旅
に
学
ぶ
」
と
い
う
米
国
人
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ

タ
ー
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
（
毎
火
曜
日
）
な
ど
を
含
む
「
文
化
」
が
一
二
％
で
最
も
多
く
第
一
位
を
、
次
に
「
食
卓
の
一
品
」
（
月
～
木
曜
日
）
、

「
素
材
で
考
え
る
　
家
庭
料
理
講
座
」
（
毎
土
曜
日
）
、
「
こ
の
秋
、
メ
ー
ク
は
バ
ロ
ッ
ク
調
」
（
一
〇
月
コ
一
百
）
、
「
押
し
入
れ
の
中
に
し
ま
っ

て
あ
る
残
り
毛
糸
で
編
も
う
　
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
」
（
一
〇
月
二
七
目
）
な
ど
、
衣
・
食
・
住
に
関
す
る
記
事
を
中
心
と
し
た
「
生
活
」

が
一
八
％
で
第
二
位
を
、
主
と
し
て
連
載
小
説
（
津
本
陽
「
柳
生
兵
庫
助
」
）
や
エ
ッ
セ
イ
の
「
蝶
々
の
つ
づ
れ
ば
な
し
」
が
頻
度
を
高
め
た

「
そ
の
他
」
が
一
四
％
で
、
第
三
位
を
占
め
て
い
る
。

　
読
売
で
は
、
朝
日
の
「
お
そ
う
ざ
い
の
ヒ
ソ
ト
」
、
毎
日
の
「
食
卓
の
一
品
」
に
あ
た
る
「
き
ょ
う
の
料
理
」
（
月
～
土
曜
目
）
、
連
載
も

の
の
「
台
所
」
、
「
白
髪
　
さ
あ
お
し
ゃ
れ
を
」
（
一
〇
月
四
日
）
、
「
住
ま
い
の
手
入
れ
Q
＆
A
」
（
毎
日
曜
日
）
な
ど
か
ら
な
る
「
生
活
」
が
、

三
紙
中
最
も
多
く
二
九
％
を
占
め
、
第
一
位
で
あ
る
。
次
い
で
多
い
の
が
、
「
赤
で
ん
わ
」
（
週
に
五
、
六
回
）
や
歴
史
の
古
い
人
生
相
談
コ

ー
ナ
ー
で
あ
る
「
人
生
案
内
」
（
月
～
土
曜
日
）
、
そ
れ
に
毎
木
曜
目
に
テ
ー
マ
を
特
定
し
て
掲
載
さ
れ
る
「
投
書
特
集
」
な
ど
が
含
ま
れ
る

「
投
稿
」
で
、
二
二
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
同
数
で
、
「
母
と
子
の
図
書
室
」
（
毎
月
曜
日
）
、
「
私
の
A
V
ル
ー
ム
」
（
毎
土
曜
日
）
、
家
族

や
高
齢
者
で
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
な
ど
を
紹
介
す
る
「
い
き
い
き
タ
イ
ム
」
（
毎
日
曜
日
）
な
ど
の
余
暇
関
連
記
事
の
多
い
「
文
化
」
（
一
三
％
）

が
そ
れ
に
並
ん
で
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
毎
日
で
「
教
育
・
育
児
」
が
一
三
彩
と
四
番
目
に
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
週
一
回
（
木
曜
日
）
、
「
家
庭
」
面
の
一
ぺ
ー
ジ

分
が
「
み
ん
な
の
教
育
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
編
集
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
毎
週
日
曜
日
に
も
「
算
数
そ
こ
が
知
り
た
い
」
と

い
っ
た
約
半
ぺ
ー
ジ
分
を
つ
い
や
し
た
教
育
関
連
の
記
事
が
み
ら
れ
、
「
教
育
の
毎
目
」
の
面
目
躍
如
と
し
て
い
る
。
ま
た
読
売
の
「
投
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稿
」
が
他
紙
に
比
べ
て
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
は
、
上
記
の
投
稿
記
事
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
詩
（
月
～
土
曜
日
）
と
「
女
の
詩

女
の
う
た
」
（
毎
日
曜
目
）
の
二
つ
の
詩
の
投
稿
欄
が
常
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
読
売
は
、
多
様
な
角
度
か
ら
、
読
者
の

“
声
”
を
反
映
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

　
朝
日
で
は
、
「
女
性
学
・
女
性
運
動
」
に
分
類
さ
れ
た
項
目
件
数
が
三
紙
の
中
で
最
も
多
く
四
件
で
（
読
売
は
二
件
、
毎
日
は
一
件
）
、
そ
の

内
容
は
、
看
護
学
・
女
性
学
の
研
究
者
亀
山
美
知
子
さ
ん
に
よ
る
「
日
本
の
看
護
婦
の
歴
史
を
た
ど
る
　
研
究
の
成
果
四
巻
の
本
に
」

（
一
〇
月
一
五
日
）
、
「
男
女
平
等
シ
ン
ポ
　
西
暦
二
〇
〇
〇
年
へ
向
け
て
」
（
一
六
日
）
、
夫
婦
別
姓
を
す
す
め
る
会
の
活
動
内
容
を
伝
え
る
記

事
（
一
三
日
）
、
婦
人
有
権
者
同
盟
の
四
〇
周
年
に
関
す
る
記
事
（
二
六
日
）
で
あ
り
、
他
紙
に
比
べ
れ
ぽ
八
○
年
代
に
活
性
化
し
た
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
の
動
向
へ
の
目
配
り
が
伺
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
各
紙
ご
と
に
あ
る
程
度
の
独
自
性
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
む
し
ろ
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
な
の
は
、
三
紙
と
も
に
「
生
活
」

が
二
～
三
割
を
占
め
、
「
文
化
」
が
二
割
、
「
投
稿
」
が
一
～
二
割
、
「
社
会
」
が
一
割
、
小
説
な
ど
「
そ
の
他
」
が
一
～
二
割
で
そ
れ
に
続

く
と
い
う
構
成
に
お
い
て
変
わ
り
が
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
ど
の
新
聞
も
衣
・
食
・
住
に
関
す
る
動
向
や
実
用
記
事
か
ら
な
る

「
生
活
」
、
私
的
な
生
活
や
心
情
の
吐
露
か
ら
な
る
「
投
稿
」
、
女
性
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
案
内
や
子
ど
も
・
女
性
向
け
の
本
や
レ
コ
ー
ド

紹
介
か
ら
な
る
「
文
化
」
の
三
分
野
合
わ
せ
て
、
家
庭
面
の
記
事
総
件
数
の
五
～
七
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
三
分
野
に
、
大
き
な
ウ
ェ

イ
ト
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
、
八
五
年
の
家
庭
面
の
最
も
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

2
　
一
九
八
六
年
の
家
庭
面
の
構
成

そ
れ
で
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
実
施
以
後
の
一
九
八
六
年
同
月
分
の
家
庭
面
は
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
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そ
こ
に
は
何
ら
か
の
変
化
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
最
初
に
注
目
す
べ
き
は
、
八
五
年
は
「
婦
人
と
く
ら
し
」
と
な
っ
て
い
た
読
売
の
家
庭
面
が
、
八
六
年
に
は
「
家
庭
と
く
ら
し
」

と
名
称
を
変
更
し
た
点
で
あ
る
。
旧
「
婦
人
と
く
ら
し
」
面
は
、
八
六
年
四
月
三
〇
日
ま
で
こ
の
名
称
で
続
け
ら
れ
、
翌
五
月
一
日
か
ら
、

読
売
が
電
子
的
な
新
編
集
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
紙
面
を
刷
新
し
た
の
に
と
も
な
い
、
「
家
庭
と
く
ら
し
」
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
一
九
一
四
年
に
は
じ
ま
っ
た
「
よ
み
う
り
婦
人
附
録
」
以
来
の
「
婦
人
」
と
い
う
面
建
て
が
、
消
え
た
。
「
政
治
」
「
経
済
」
「
ス

ポ
ー
ッ
」
「
社
会
」
な
ど
、
新
聞
の
題
材
別
の
面
建
て
の
中
で
、
唯
一
家
庭
面
の
み
実
質
的
に
「
性
」
別
の
面
建
て
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
は
、
そ
れ
ま
で
も
批
判
や
異
和
感
が
表
明
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
共
同
通
信
社
の
中
村
輝
子
氏
は
、
こ
の
面
だ
け
が
性
の
カ
テ
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

リ
ー
で
、
読
者
も
記
者
も
”
棲
み
分
け
”
る
あ
り
方
に
、
送
り
手
の
側
と
し
て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
読
売
の
こ
の
措
置
は
、
名
称
変
更

に
つ
い
て
の
社
告
の
よ
う
な
も
の
は
出
な
か
っ
た
も
の
の
、
性
役
割
を
固
定
化
す
る
よ
う
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
を
自
省
し
、
“
男
性
も

読
む
家
庭
面
”
と
し
て
紙
面
を
開
放
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
表
4
で
八
六
年
の
三
紙
の
家
庭
面
の
総
記
事
数
を
み
て
み
る
と
、
朝
日
が
三
〇
〇
件
強
で
、
八
五
年
と
同
水
準
で
あ
る
の
に
対

し
、
毎
日
、
読
売
で
は
、
総
記
事
数
は
大
ぎ
く
増
え
て
、
四
〇
〇
件
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
八
五
年
に
は
な
か
っ
た

「
碁
」
「
将
棋
」
の
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
記
事
が
毎
目
で
週
三
回
位
、
読
売
で
は
ほ
ぼ
連
目
、
家
庭
面
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ

と
が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
分
野
別
構
成
比
を
各
紙
別
に
み
る
と
、
朝
日
で
は
、
月
一
回
掲
載
の
「
く
ら
べ
て
み
た
ら
　
商
品
テ
ス
ト
か
ら
」
に
載
っ
た
、
超
小
型

補
聴
器
と
ス
テ
ン
レ
ス
包
丁
の
テ
ス
ト
に
つ
い
て
の
雑
誌
か
ら
の
引
用
記
事
（
一
〇
月
一
〇
日
）
や
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
評
論
家
石
津
謙
介
の

「
五
〇
歳
か
ら
の
お
し
ゃ
れ
」
（
毎
土
曜
日
）
、
「
お
そ
う
ざ
い
の
ヒ
ソ
ト
」
「
男
の
腕
ま
く
り
」
な
ど
を
含
む
「
生
活
」
が
、
昨
年
と
同
様
二

一
％
で
第
一
位
に
く
る
。
続
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
女
性
の
写
真
家
が
撮
り
続
け
て
き
た
「
日
系
一
世
の
老
い
見
つ
め
る
」
（
一
〇



22國學院法學第28巻第2号（1990）

1986年分類項目別家庭面の記事内容表4

a＝朝日新聞

例し出見事記

いじめに負けてはダメ（1目），講談r均等法物語」（2
日），日系一世の老い見つめる（4日），フィリピン
ハンセン病の村　この現状を知って（5日），利殖の時
代（7日，8日，9日），働く女からの手紙（7日，14
日，21日，28日），男から女へ（7日，14日，21日，28
日），女から男へ（2日，9日，16日，23日，30日），切
り抜き情報で社会を見る∫23日），日本の救助隊も頑張
った（25日），南博さんが見た中国の青年（29日）

幻のユリ（1日），園芸ごよみ（24日）

歯科用金属（10日），腎臓をいたわる（13日～16目，18
日，20日～23日，25日）

男の腕まくり（1日，8日，15日，22日，29日），50歳
からのおしゃれ（4日，11日，18日，25日），お年寄り
クッキング（4日），宗教に応じて僧派遣します（10
日），初めてでも失敗しないマドレーヌ（22日），おそ
うざいのヒソト（連日）

うちの先生（1日，8日，15日，22日，29日），赤ちゃ
んと楽しく（7日，14日，21目，28日），「オートバイ
に乗りたい」子どもに言われたら（8日），母乳育児の
具体例いっぽい（9日），くらべてみたら　商品テスト
から（10日），公民館が子供料理教室（14日）

r痴呆性老人とともに」出版（8日），障害にあわせ工
夫（13日），心触れあって「さをり織り」15年（17日），
カメラが語る老人ホーム100年（18日）

比率
（％）

②19．0

記事件
数（件）分類項目

58会社

⑩0．72

⑦3．912

自然・環境

医療・科学

①21．365活生

⑥5．216教育・育児

⑧3．310社会福祉

男のインデックス（2日，9日，16日，23日，30日），
副田義也さんと忍者武芸帳をよむ他（5日，12日，19
日，29日），女のインデックス（7日，14日，21日，28
日），人形が語るアメリカの生活家庭史（28日），食の
図書室に人気（30日），情報クリップ（火・水・金）

レディスコミックはパターンがお好き（6日），男女の
体育授業時間差別はもう時代遅れ（22目），高校家庭科
教科書　女性観の変遷をたどる（29日）

明るい悩み相談室（1日，8日，15日，22日，29日），
ひとときレポート（3日），一筆啓上（4日，11日，18
日，25日），さて・おや・しかし（5日，12目，19目，
26日），ひととき（連日）

北向きの窓から（5日，12日，19日，26日），わが町（5
日，12日，19日，26日），小説・雲の宴（連日）

　　　　0

⑤14．1

0
43

生

イヒ

人

文

⑨1．03女性学・
運　　動

④14．845稿投

③16．751その他

100．0305計合
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毎日新聞
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b

例し出見事記比　率
（％）蒲記数分類項目

中古マンションも驚騰（3目），米マジソン市にみるレ
イプ対策（6日），お年寄“介護疲れ殺人”（7日），や
がてくるI　Cカードの時代（7日），ちょっと変わった
保護運動（15日），働く女性2367万人（22日）

花とみどり（1日，8日，15日，22日，29日），路傍の
草花（12日～16日，19日～23日，27日～30日），グリー
ンライフ　私の菜園計画（19日）

あなたのカル子（3日，10日，17日，24日，31日），エ
イズ診療半年の報告（3日），虫垂炎（4日），やせる＆
ヘルシー（6日，13日，20日，27日），進む“生殖技術”
を警戒（27日）

House全科（3日，10日，17日，24日，31日），森南
海子の手縫いを一緒に（5日，12目，19日，26日），食
べ方いろいろイワシはいかが（4日），一人用のそうざ
いテストしたら（6日），七・五・三古典柄がウケる
女児の着物（13日），おしゃれのポイントヘアパックの
すすめ（27日），毎日夫人（不定期），食卓の一品（月
～木）

実地調査で学ぶr現代社会」（2日），ママの小児科
ABC（2日，9日，16日，23日，30日），子供NOW
（2日，9日，16日，23日，30目），子ども人権110番
（5日），高校新聞の特集記事分析結果（9日）

訪問看護（3日），ワットさんの笑って長生き（2日，
10日，17日，24目，31日），体調整え無理はやめて（5
日），難民救援のX’マスカード（6日），高齢者の連帯と
自立のために（8目），障害持つ仲間に勇気を（23日）

救われた私　結核だって必ず直る（1日）

母と子のレコード（1日，8日，15日，22日，29日），
熟年からヤングまで童謡ブーム（8日），変わってぎた
公共図書館（9日），良質の和紙よみがえる（12目），
第32回アマチュア本因坊戦（不定期），第45期名人戦
（不定期），こまおと（不定期），ほん（不定期）

“両性現象”目立つ女性雑誌（2日），いま婦人団体は
何をなすべぎか（22日）

読者の手記（26日），女の気持ち（連日）

水曜日のひとりごと（1日，8日，15日，22日，29日）
来週のこよみ（4日，11日，18目，25日），小説・蒙古
襲来（連日）

⑥7．229会社

⑧4．920自然・環境

⑦6．727医療・科学

②22．290活生

④10．643教育・育児

⑨2．29社会福祉

⑪0．2

①24．5

1生人

99イヒ文

⑩0。52

⑤7。9

③13。1

32

53

女性学・
運　 動

投　 稿

その他

100．0405計合
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読売新聞C

例し出見事記

強引な人名録商法（2日），ジーンズが届いた！個人輸
入に，挑戦（3日～18日），働く母親と家族の意識（6
日），“イソドシナ難民に職場を”（15日），マルチ商法
いぜん横行（16日），リポート再就職（20日）

やさしい植物学（3日），四季のたより（4日，11日，
18日，25日），秋植えの球根（17日），もう冬の鳥・都
鳥（18日）

ガンと生きる（3日，10目，17日，24日，31日），おか
あさんのパソコン教室（4日，11日，18目，25日），太
りすぎは飛べません（7日），脳の老化（19日），勤め
ながらの妊娠（20日）

近所づきあい大好き（1目），男のおしゃれ楽（1日，
8日，15日，22日，29日），大辛ばやりちょっと心配
（3日），生活メモ（4日，11日，18日，25日），在目外
国人面白食卓（5日），ハウジソグ（7日，14目，21日
28日），電子レンジの掃除で感電（15日），リサイク
ル・らいふ（30日），きょうの料理（月～土）

スウェーデソの“父の育児休暇”（6日），わが家の子
育て（6日，13日，20日，27日），子どもの性Q＆A
（6日，13日，20日，27目），育児ABC（7目，14日，
21日，28目），パソコン使い“アメリカ留学”（29目）

デイ・サービスが問題（12日），ひと・しごと（20日）

心からお祝いできた披露宴（11日），世界一多くファッ
ショソ写真とる男（18日）

あなたもどうぞ紙芝居（5日），淑女のミステリー（5
目，12日，19日，26日），母と子の図書室（6目，13日
20日，27日），歌人生方たつゑさんr記念文庫」開館
（21目），ビスクドール展に140体集合（31目），親と子
のミュージック（不定期），棋聖戦（連日），十段戦
（連目），「こどもの城」で1周年記念行事（31日）

比　率
（％）

④10．1

舗記数分類項目

41会社

⑧2．912自然・環境

⑤4．418医療・科学

③15．563活生

⑤4．418教育・育児

⑨0．52

⑨0．52

社会福祉

人　　生

①39．3160イヒ文

00女性学・
運　動

こだま（1日），女の詩　女のうた（5日，12日，19日
26日），ヘレンおばさんのなんでも相談（5日，12日，
19日，26日），人生案内（火～土），赤でんわ（不定期）

気どらない話題できっかけ（4日），11月のしおり（30
日）

②18．475稿投

⑦4．016その他

100．0407計合
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月
四
日
）
、
マ
ネ
ー
・
ブ
ー
ム
の
社
会
背
景
に
つ
い
て
論
じ
た
「
利
殖
の
時
代
」
（
一
〇
月
七
日
、
八
目
、
九
日
）
、
個
人
生
活
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
雑
誌
の
恋
愛
テ
ス
ト
な
ど
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
中
国
の
若
い
人
た
ち
に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
し
た
「
南
博
さ
ん
が
見
た
中
国
の

青
年
」
（
一
〇
月
二
九
日
）
な
ど
の
「
社
会
」
が
一
九
％
で
第
二
位
と
な
る
。
第
三
位
は
「
読
者
と
と
も
に
」
と
い
う
社
告
や
連
載
小
説
（
昨

年
と
同
様
辻
邦
生
「
雲
の
宴
」
）
、
エ
ッ
セ
イ
「
北
向
き
の
窓
か
ら
」
な
ど
を
含
む
「
そ
の
他
」
で
あ
り
、
一
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
毎
日
で
は
、
図
書
館
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
（
C
D
の
貸
し
出
し
や
対
面
朗
読
な
ど
）
を
紹
介
し
た
「
変
わ
っ
て
き
た
公
共
図
書
館
」
（
一

〇
月
九
日
）
や
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
、
本
の
紹
介
、
碁
、
将
棋
を
含
む
「
文
化
」
が
二
五
％
で
第
一
位
に
来
て
い
る
が
、
二
二
％
と
い
う
僅
差

で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
裁
縫
の
実
用
記
事
で
あ
る
「
森
南
海
子
の
手
縫
い
を
一
緒
に
」
（
毎
週
目
曜
日
）
や
「
七
五
三
　
古
典
柄
が
ウ
ケ
る
女

児
の
着
物
」
（
一
〇
月
＝
一
百
）
、
「
食
卓
の
一
品
」
な
ど
か
ら
な
る
「
生
活
」
が
そ
れ
に
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
小
説
（
山
田
智
彦
「
蒙
古

襲
来
」
）
や
エ
ッ
セ
イ
「
水
曜
日
の
ひ
と
り
ご
と
」
、
「
来
週
の
こ
よ
み
」
な
ど
の
「
そ
の
他
」
が
一
三
％
で
第
三
位
と
な
っ
て
い
る
。

　
読
売
で
は
、
「
母
と
子
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
「
母
と
子
の
図
書
室
」
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
不
定
期
掲
載
の
紹
介
記
事
や
「
『
こ
ど
も
の
城
』

で
1
周
年
記
念
行
事
」
（
一
〇
旦
三
日
）
と
い
う
記
事
、
そ
れ
に
「
碁
」
や
「
将
棋
」
な
ど
を
含
む
「
文
化
」
が
、
他
分
野
に
比
較
し
て

と
び
瞼
け
て
高
く
三
九
％
と
第
一
位
と
な
っ
た
。
第
二
位
、
第
三
位
は
そ
の
約
半
分
の
頻
度
で
、
「
投
稿
」
の
一
八
％
、
「
ハ
ウ
ジ
ン
グ

モ
ノ
に
奪
わ
れ
る
居
住
空
間
」
（
一
〇
月
二
一
日
）
、
デ
ソ
マ
ー
ク
人
の
食
事
を
紹
介
し
た
「
在
日
外
国
人
面
白
食
卓
」
（
一
〇
月
五
日
）
、
出
口

尚
三
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
評
論
家
）
に
よ
る
「
男
の
お
し
ゃ
れ
楽
」
（
毎
水
曜
日
）
、
そ
れ
に
「
き
ょ
う
の
料
理
」
な
ど
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
「
生

活
」
の
一
六
％
が
続
い
て
い
る
。

　
以
上
の
結
果
を
八
五
年
と
比
べ
て
み
る
と
、
三
紙
と
も
「
文
化
」
「
生
活
」
「
投
稿
」
の
三
分
野
が
上
位
項
目
で
あ
る
こ
と
に
は
大
き
な

違
い
は
生
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
分
野
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
は
多
少
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
毎
日
、
読
売
の
「
文
化
」
の
増
加
に
は
、
「
碁
」
「
将
棋
」
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
点
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
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ま
た
、
毎
日
で
「
生
活
」
が
微
増
し
、
読
売
で
「
生
活
」
が
大
き
く
減
っ
た
点
が
目
に
つ
く
。
そ
の
内
容
を
み
て
み
る
と
、
毎
日
で
は
、

「
住
ま
い
」
（
毎
金
曜
日
）
や
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
」
（
毎
土
曜
日
）
の
新
設
を
始
め
と
す
る
“
く
ら
し
”
に
重
き
を
お
い
た
生
活
関
連
記
事
が

増
え
た
の
に
対
し
、
読
売
で
は
昨
年
の
「
台
所
」
や
「
住
ま
い
の
Q
＆
A
」
の
よ
う
な
“
住
ま
い
”
に
関
す
る
生
活
関
連
記
事
が
見
当
た

ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
分
読
売
で
は
「
わ
が
家
の
子
育
て
」
（
毎
月
曜
日
）
等
「
教
育
・
育
児
」
の
ほ
か
、
「
脳
の
老
化
」
（
一
〇
月
一
九
目
）

な
ど
健
康
に
関
す
る
記
事
や
「
お
母
さ
ん
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
（
毎
土
曜
日
）
な
ど
の
「
科
学
・
技
術
」
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
増
え
て
い
る
。

　
朝
日
で
は
、
障
害
を
も
っ
た
人
に
よ
る
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
　
ハ
ン
セ
ン
病
の
村
　
こ
の
現
状
を
知
っ
て
」
（
一
〇
月
五
日
）
と
い
う
訪
間
レ

ポ
ー
ト
や
、
「
胎
児
性
水
俣
病
患
者
が
小
工
房
で
紙
漉
き
」
（
一
〇
月
三
日
）
な
ど
、
八
五
年
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
的
な
要
素
の
強
い
記
事
が
加
わ
っ
た
「
社
会
」
が
や
や
増
加
し
た
。
こ
の
「
社
会
」
に
は
、
「
働
く
女
か
ら
の
手
紙
」
（
毎
火
曜
日
）

や
、
「
男
か
ら
女
へ
」
（
火
）
と
「
女
か
ら
男
へ
」
（
木
）
も
カ
ウ
ソ
ト
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
匿
名
の
評
論
家
な
ど
が
身
辺
で
起
こ

っ
た
で
き
ご
と
や
折
り
に
ふ
れ
て
考
え
た
こ
と
を
辛
口
で
つ
づ
っ
た
前
年
の
「
女
か
ら
女
へ
」
（
毎
火
曜
日
）
が
、
両
性
の
読
者
へ
向
け
て

よ
り
発
展
し
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
、
「
本
だ
な
」
と
い
う
女
性
向
け
の
本
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
が
な
く
な
っ
た
た
め
「
文

化
」
が
、
ま
た
昨
年
一
〇
月
二
一
日
以
降
の
連
載
記
事
「
学
校
に
行
き
た
い
」
が
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
「
教
育
・
育
児
」
が
、
そ
れ
ぞ

れ
や
や
減
じ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
八
五
年
と
八
六
年
と
で
は
、
「
文
化
」
「
生
活
」
「
投
稿
」
と
い
っ
た
家
庭
面
の
紙
面
構
成
に
は
と
り
た
て
て
大
き
な
変
化

は
み
ら
れ
ず
、
三
分
野
合
わ
せ
て
五
～
六
割
と
、
記
事
量
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
各
紙
の
八
五
年
と
の
違
い
を
特
化
し
て
み

る
と
、
毎
日
は
よ
り
“
く
ら
し
”
を
中
心
に
据
え
る
よ
う
に
な
り
、
読
売
は
よ
り
“
文
化
情
報
”
性
を
強
め
、
朝
日
は
若
干
で
は
あ
る
が

”
社
会
”
性
を
強
め
て
い
る
よ
う
に
も
み
う
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
傾
向
が
、
各
紙
の
独
自
路
線
の
始
ま
り
で
あ
り
、
変
化
が
継
続
し
て
行

く
の
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
調
査
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
印
象
か
ら
す
る
と
、
一
九
九
〇
年
の
現
在
に
な
っ
て
も
な
お
、
内
容
的
に



そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

27　新聞家庭面の女性学（田中ほか）

3

多
様
な
情
報
が
詰
め
込
ま
れ
た
家
庭
面

　
以
上
で
み
た
よ
う
に
、
三
紙
共
通
し
て
「
文
化
」
「
生
活
」
「
投
稿
」
の
三
分
野
の
ウ
ェ
イ
ト
が
比
較
的
高
い
と
は
い
え
、
こ
の
三
分
野

の
み
な
ら
ず
、
他
の
七
分
野
に
も
わ
た
る
多
様
な
情
報
が
、
こ
の
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
実
態
に
も
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
。
八
五

年
、
八
六
年
お
よ
び
三
紙
を
通
じ
て
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
が
、
家
庭
面
の
大
き
な
特
徴

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
具
体
例
と
し
て
、
八
六
年
一
〇
月
一
五
日
の
読
売
新
聞
「
家
庭
と
く
ら
し
」
面
を
と
り
あ
げ
て
み
る
と
、
そ
の
紙
面
は
、
①
「
電
子
レ

ソ
ジ
の
掃
除
で
感
電
」
、
②
「
し
っ
と
り
秋
の
ヘ
ア
」
、
③
「
男
の
お
し
ゃ
れ
楽
」
、
④
「
き
ょ
う
の
料
理
」
、
⑤
「
お
知
ら
せ
」
（
イ
ベ
ン

ト
案
内
）
、
⑥
「
棋
聖
戦
」
（
碁
）
、
⑦
「
十
段
戦
」
（
将
棋
）
、
⑧
「
あ
た
ま
」
（
子
ど
も
の
詩
）
、
⑨
「
”
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
に
職
場
を
色
、
⑩
赤

で
ん
わ
「
花
の
情
愛
い
ま
実
感
」
、
＠
「
ジ
ー
ン
ズ
が
届
い
た
！
個
人
輸
入
に
挑
戦
」
、
⑫
本
「
中
国
女
性
事
情
」
、
⑬
人
生
案
内
「
夫
の

酒
や
め
さ
せ
た
い
」
、
と
い
っ
た
記
事
群
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
日
一
日
を
見
た
だ
け
で
も
、
家
事
、
お
し
ゃ
れ
、
レ
シ
ピ
、
イ

ベ
ソ
ト
案
内
、
趣
味
、
創
作
、
社
会
記
事
、
く
ら
し
の
経
済
、
政
治
、
文
化
、
深
刻
な
悩
み
相
談
な
ど
、
様
ざ
ま
な
次
元
の
様
ざ
ま
な
分

野
の
記
事
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

　
一
つ
の
面
の
中
で
こ
れ
ほ
ど
沢
山
の
テ
ー
マ
の
違
う
記
事
が
同
居
す
る
こ
と
は
、
政
治
面
や
ス
ポ
ー
ッ
面
や
商
況
面
な
ど
、
争
点
・
で

ぎ
ご
と
の
分
野
別
面
建
て
に
な
っ
て
い
る
他
の
多
く
の
面
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
多
様
な
領
域
に
わ
た
る
出
来
事
を
扱
っ
た

一
面
の
「
総
合
面
」
や
、
「
社
会
面
」
で
さ
え
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
の
分
野
は
、
お
お
む
ね
四
～
五
種
類
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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ち
な
み
に
、
こ
の
紙
面
傾
向
に
は
最
近
も
変
化
が
み
ら
れ
ず
、
た
と
え
ば
女
性
の
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
た
「
お
ん
な
の
輪
」
（
読
売
一
九
八

九
年
一
〇
月
二
日
～
）
や
「
イ
ラ
ク
　
復
興
に
女
性
の
意
気
」
（
読
売
八
九
年
一
〇
月
一
〇
日
）
と
い
っ
た
記
事
、
「
女
性
と
選
挙
　
国
会
の
中
で

ー
党
派
越
え
て
協
調
を
確
認
」
（
朝
目
八
九
年
一
〇
月
五
目
）
な
ど
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
総
合
面
や
国
際
面
、
政
治
面
的

な
内
容
の
記
事
が
、
女
性
関
連
と
い
う
こ
と
で
家
庭
面
で
扱
わ
れ
る
現
状
が
い
ま
で
も
続
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
こ
の
よ
う
な
家
庭
面
の
様
相
を
、
袖
井
孝
子
氏
は
、
「
ゴ
ッ
タ
煮
」
と
評
し
た
。
こ
う
し
た
ヂ
ッ
タ
煮
”
性
の
最
大
の
問
題
点
は
、

た
と
え
ば
「
新
し
い
養
子
制
度
の
夜
明
け
に
一
歩
　
民
法
改
正
試
案
の
意
味
」
（
毎
日
八
五
年
一
〇
月
一
八
日
）
と
い
っ
た
法
律
問
題
、
「
テ

ク
ノ
ス
ト
レ
ス
　
負
担
多
い
V
D
T
作
業
」
（
読
売
八
五
年
一
〇
月
八
日
）
と
い
っ
た
労
働
問
題
、
「
利
殖
の
時
代
」
（
朝
日
八
六
年
一
〇
月
七
日

～
九
日
）
な
ど
の
経
済
問
題
、
「
目
本
の
救
助
隊
も
頑
張
っ
た
　
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
大
地
震
」
（
朝
日
八
六
年
一
〇
月
二
五
日
）
の
国
際
問
題

等
、
本
来
男
女
の
別
な
く
論
じ
ら
れ
る
べ
き
内
容
が
、
女
性
が
登
場
す
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
「
な
ん
で
も
家
庭
面
に
放
り
込
」
ま
れ

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
前
述
し
た
よ
う
な
家
庭
面
の
読
者
層
に
性
に
よ
る
偏
り
が
み
ら
れ
る
と
い
う
現
状
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

「
こ
れ
ら
の
間
題
が
男
女
の
別
な
く
、
…
…
ひ
と
り
ひ
と
り
に
か
か
わ
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
読
者
の
認
識
」
が
妨
げ
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
。

4

女
性
向
け
内
容
に
か
た
よ
る
家
庭
面

　
“
ゴ
ヅ
タ
煮
”
的
性
格
と
も
か
か
わ
る
現
在
の
家
庭
面
の
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
や
は
り
紙
面
内
容
が
相
も
変
わ
ら
ず
女
性

向
け
に
で
き
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
読
売
が
「
婦
人
と
く
ら
し
」
面
を
「
家
庭
と
く
ら
し
」
面
へ
と
呼
称
変
更
し
た
の
を
最
後
に
、

日
本
経
済
新
聞
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
新
聞
は
「
家
庭
面
」
の
こ
と
を
「
婦
人
面
」
と
呼
ぶ
の
を
や
め
た
。
こ
う
し
て
「
婦
人
面
」
が



「
家
庭
面
」
へ
と
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
段
階
で
は
、
女
性
に
関
す
る
こ
と
が
ら
や
女
性
向
け
情
報
は
全
て
婦
人
面
へ
と
い
う
発
想
が
捨
て
ら

れ
、
“
家
庭
”
や
“
生
活
”
や
“
く
ら
し
”
と
は
、
本
来
性
別
に
か
か
わ
り
な
い
人
間
の
関
心
事
で
あ
る
、
と
い
う
新
し
い
考
え
方
に
も
と

づ
い
て
面
建
て
が
構
想
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
家
庭
面
の
閲
読
者
の
大
多
数
は
女
性
で
あ
る
と
い
う
現
象
が

29　　新聞家庭面の女性学（田中ほか）

表5　r女」やr母」がつき，女性が読者と想定されている連載記
　　　事のタイトルおよび「男」がつき，男性が読者と想定されて

　　　いる連載記事のタイトル

1985年

　男性読者向けタイトル

男の腕まくり

男のインデックス

　　女性読者向けタイトル

○女のイソデックス

O女から女へ

○おんな輝いて

◎母と子の試聴室

◎母と子の図書室

◎母と子のレコード

◎ママの目　医者の目

○女性ライブラリー

○ワーキングウーマン内外事情

○女の詩　女のうた

◎母と子の図書室

朝
　
　
日

毎
　
日

読
　
　
売

1986年

　男性読者向けタイトル

男の腕まくり

男のインデックス

男のおしゃれ楽

　　女性読者向けタイトル

○女のインデックス

○働く女からの手紙

◎ママの小児科AB　C

◎母と子のレコード

○淑女のミステリー

◎母と子の図書室

◎おかあさんのパソコソ教室

朝
日

毎
日

読
　
売

○印はr女（ウーマンなども含む）」の付くタイトル

◎印は「母（ママなども含む）」の付くタイトルを表す

あ
っ
て
も
、
「
男
性
に
も

開
か
れ
た
家
庭
面
」
を
標

榜
す
る
の
な
ら
ば
、
当
然

男
女
両
方
の
読
者
に
向
け

て
記
事
づ
く
り
が
な
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。

だ
が
、
は
た
し
て
各
紙
の

実
際
の
紙
面
づ
く
り
は
、

こ
う
し
た
視
点
の
転
換
が

明
確
に
反
映
さ
れ
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？

　
こ
の
点
を
調
べ
る
一
つ

の
方
法
と
し
て
、
一
定
の

固
定
読
者
が
想
定
さ
れ
て
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い
る
と
お
も
わ
れ
る
一
〇
月
時
の
「
連
載
も
の
」
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
、
明
示
的
に
対
象
読
者
の
性
別
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
「
女
」
「
母
」

の
つ
く
タ
イ
ト
ル
と
、
「
男
」
「
父
」
の
つ
く
タ
イ
ト
ル
を
数
え
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
「
女
」
「
母
」
が
タ
イ
ト
ル
に
付
く
連
載
記
事
は
、

八
五
年
の
朝
日
で
五
本
、
毎
日
三
本
、
読
売
四
本
、
八
六
年
で
は
朝
日
四
本
、
毎
目
二
本
、
読
売
三
本
だ
っ
た
の
に
対
し
、
「
男
」
「
父
」

の
付
く
連
載
も
の
は
、
八
五
年
の
朝
日
で
二
本
、
毎
日
○
本
、
読
売
○
本
、
八
六
年
は
、
朝
目
二
本
、
毎
日
○
本
、
読
売
一
本
、
と
い
う

ア
ン
バ
ラ
ソ
ス
が
見
出
さ
れ
た
。
表
5
は
、
「
女
」
「
母
」
の
付
く
タ
イ
ト
ル
の
一
覧
で
あ
る
が
、
「
男
」
の
付
く
タ
イ
ト
ル
は
朝
目
「
男
の

腕
ま
く
り
」
（
八
五
年
、
八
六
年
）
、
朝
日
「
男
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
（
八
五
年
、
八
六
年
）
、
読
売
「
男
の
お
し
ゃ
れ
楽
」
（
八
六
年
）
の
み
で
、

「
父
」
の
付
く
も
の
は
ゼ
・
で
あ
る
。
女
向
け
・
男
向
け
の
情
報
と
い
う
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
自
体
が
問
題
だ
と
も
い
え
る
が
、
少

な
く
と
も
「
家
庭
面
」
と
い
う
こ
と
で
両
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
「
男
の
○
○
」
「
父
と
△
△
」
も
、
「
女
の
□
□
」
或
い
は

「
母
と
×
×
」
と
同
等
に
登
場
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
各
紙
別
に
み
る
と
、
朝
日
は
「
女
」
を
使
っ
た
タ
イ
ト
ル
（
○
印
っ
き
）
が
他
紙
よ
り
も
多
め
で
八
五
年
は
三
本
、
八
六
年
は
二
本
み
ら

れ
、
「
母
」
を
冠
し
た
も
の
（
◎
印
）
は
八
五
年
の
「
母
と
子
の
試
聴
室
」
一
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
毎
日
は
、
逆
に
、
「
母
」
を
使
用

し
た
連
載
タ
イ
ト
ル
が
多
く
、
八
五
年
に
は
三
本
、
八
六
年
に
は
二
本
み
ら
れ
た
が
、
「
女
」
を
使
っ
た
タ
イ
ト
ル
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

一
方
、
読
売
は
、
「
女
」
を
使
っ
た
も
の
が
八
五
年
三
本
、
八
六
年
一
本
、
「
母
」
使
用
タ
イ
ト
ル
は
、
八
五
年
に
一
本
、
八
六
年
に
二
本

で
あ
っ
た
。
朝
日
は
“
女
性
一
般
”
を
意
識
し
、
毎
日
は
“
母
親
”
を
意
識
、
読
売
は
そ
の
中
間
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

　
「
女
」
「
母
」
使
用
タ
イ
ト
ル
の
各
紙
ご
と
の
合
計
本
数
を
、
八
五
年
、
八
六
年
の
両
年
で
見
比
べ
て
み
る
と
、
朝
日
で
二
本
、
毎
日
、

読
売
で
一
本
ず
つ
で
は
あ
る
が
「
女
」
「
母
」
も
の
の
連
載
タ
イ
ト
ル
が
減
じ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
み
る
と
、
“
女
性
向
け
連
載
記
事
”

と
明
示
さ
れ
る
も
の
が
減
る
ト
レ
ソ
ド
に
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
そ
し
て
読
売
で
は
八
六
年
に
「
男
」
が
つ
く
男
性
向
け
タ
イ
ト
ル
が

新
た
に
一
つ
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
表
5
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
石
津
謙
介
の
連
載
「
5
0
歳
か
ら
の
お
し
ゃ
れ
」
（
八
六
年
、
読
売
）
も
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男
性
向
け
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
女
の
」
と
明
示
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
が
減
少
し
「
男
の
」
と
付
く
タ
イ
ト
ル
や
男
性
向
け
連
載

が
若
干
で
は
あ
る
が
増
え
る
傾
向
が
両
年
の
間
に
確
認
さ
れ
た
点
は
、
家
庭
面
に
お
け
る
性
役
割
が
流
動
化
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
て
興

味
深
い
。

　
さ
ら
に
、
八
六
年
に
入
っ
て
新
設
さ
れ
た
朝
日
の
「
女
か
ら
男
へ
」
と
「
男
か
ら
女
へ
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
の
発
言
者
、
男
性
の

発
言
者
が
そ
れ
ぞ
れ
異
性
に
む
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
が
、
両
性
の
関
係
性
を
問
い
直
す
契
機
が
含
ま
れ
て
い

る
点
で
評
価
さ
れ
よ
う
（
な
お
、
こ
の
記
事
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
「
女
」
と
「
男
」
が
つ
い
て
い
る
が
、
男
女
両
方
へ
向
け
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
の
で
、
表
5
に
は
掲
げ
な
か
っ
た
）
。
こ
の
よ
う
な
記
事
の
出
現
の
背
景
に
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
成
立
が
明
ら
か
に
影
響
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
の
現
在
、
”
男
性
向
け
連
載
記
事
”
の
試
み
も
そ
れ
ほ
ど
進
展
し
た
よ
う
に
は
み
え
ず
、

読
売
で
木
曜
日
付
が
「
男
の
ぺ
ー
ジ
」
と
命
名
さ
れ
、
「
ラ
ブ
レ
タ
ー
『
男
よ
』
」
と
い
う
コ
ラ
ム
や
、
朝
目
で
両
性
が
対
談
形
式
で
登
場

す
る
「
男
S
a
y
　
女
S
a
y
」
が
み
ら
れ
る
程
度
な
の
は
残
念
で
あ
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
な
連
載
記
事
以
外
で
も
、
家
庭
面
に
は
、
「
女
」
が
つ
く
女
性
の
た
め
の
記
事
が
多
く
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

「
女
ら
し
さ
復
活
　
1
9
8
7
年
春
夏
も
の
　
イ
タ
リ
ア
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ソ
」
（
朝
日
八
六
年
一
〇
月
三
〇
日
）
や
、
「
女
が
語
る
一
流
企
業
血

社
の
日
常
　
『
新
O
」
図
鑑
』
が
人
気
」
（
読
売
八
六
年
一
〇
月
二
七
日
）
、
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
タ
イ
ト
ル
に
「
女
」
や
「
母
」
を

冠
し
て
い
な
く
て
も
、
明
ら
か
に
女
性
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
例
と
し
て
「
老
眼
鏡
が
ア
ク
セ
サ
リ

ー
に
」
（
毎
目
八
六
年
一
〇
月
一
日
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
記
事
を
読
み
進
め
て
い
く
と
、
「
ミ
セ
ス
」
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
の
老
眼
鏡

の
話
に
な
っ
て
お
り
、
中
年
男
性
に
と
っ
て
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
記
述
は
一
言
も
な
い
。
さ
ら
に
、
「
男
の
朝
の
お
し
ゃ
れ
　
あ
な
た

は
カ
ミ
ソ
リ
？
電
気
？
」
（
毎
日
八
五
年
一
〇
月
六
日
）
の
記
事
な
ど
は
、
一
見
す
る
と
男
性
向
け
と
も
受
け
取
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
お

も
に
女
性
に
対
し
男
性
の
ヒ
ゲ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
教
え
る
と
い
う
記
述
に
な
っ
て
お
り
、
後
半
で
は
「
働
き
盛
り
の
夫
を
持
つ
奥
様
に
ひ
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と
つ
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
の
は
、
夫
の
”
顔
色
を
見
る
”
と
い
う
こ
と
。
…
…
顔
の
色
、
ツ
ヤ
を
朝
夕
見
て
健
康
管
理
を
し
て
あ
げ
て
下

さ
い
」
と
、
妻
に
夫
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
促
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
両
性
に
開
か
れ
た
紙
面
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
家
庭
面
に
設
け
ら
れ
た

常
設
投
書
欄
へ
の
投
書
者
が
女
性
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
今
回
の
調
査
で
用
い
た
三
大
紙
の
場

合
、
毎
日
の
「
女
の
気
持
ち
」
や
朝
日
の
「
ひ
と
と
き
」
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
女
性
に
投
書
者
を
限
定
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
み
て
も
、

家
庭
面
が
男
性
に
開
放
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

　
こ
の
よ
う
に
家
庭
面
は
、
「
婦
人
面
」
と
い
う
呼
称
で
こ
そ
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
記
事
内
容
の
持
つ
“
女
性
度
”
に
は
相
変
わ
ら

ず
高
い
も
の
が
あ
り
、
男
性
の
読
者
に
開
か
れ
た
紙
面
づ
く
り
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
皿
　
家
庭
面
存
廃
を
め
ぐ
る
実
証
的
考
察

1
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
情
報
区
分
け

　
前
節
ま
で
で
家
庭
面
が
相
変
わ
ら
ず
女
性
の
た
め
の
面
、
す
な
わ
ち
「
婦
人
面
」
的
色
彩
か
ら
脱
け
出
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
家
庭
面

と
い
い
な
が
ら
も
、
「
家
庭
」
と
い
う
も
の
を
女
性
の
領
域
と
と
ら
え
、
女
性
を
対
象
と
し
た
紙
面
づ
く
り
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
と
い

う
実
態
を
み
て
き
た
。

　
女
性
を
対
象
と
す
る
面
が
あ
っ
て
な
ぜ
い
け
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
は
、
ま
ず
、
女
性
の
”
囲
い
込
み
”
、
と
い
う
点
を
挙
げ
た

い
。
何
故
、
新
聞
の
ぺ
ー
ジ
で
、
男
性
に
は
な
い
の
に
女
性
だ
け
の
特
別
あ
つ
ら
え
の
席
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
他
の
普
通

の
面
は
一
般
の
人
に
男
性
が
読
む
も
の
と
、
暗
黙
の
う
ち
に
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
“
女
性
向
け
情
報
”
を
よ
り
分
け
て
、
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一
貫
し
た
テ
ー
マ
な
く
こ
の
面
に
投
入
す
る
こ
と
で
、
情
報
お
よ
び
女
性
の
読
者
に
関
す
る
、
あ
る
種
の
“
囲
い
込
み
”
（
女
性
は
こ
の
面

ば
か
り
読
み
、
男
性
は
こ
の
面
を
よ
け
て
通
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
）
が
行
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
女
性
に
関
す
る
こ
と
は
何
で
も

家
庭
面
に
放
り
込
む
．
ゴ
ッ
タ
煮
”
性
は
、
結
果
と
し
て
男
性
読
者
を
家
庭
面
か
ら
さ
ら
に
遠
ざ
け
さ
せ
、
女
性
読
者
を
政
治
面
や
経
済

面
か
ら
疎
遠
に
さ
せ
る
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
ま
た
家
庭
面
に
つ
い
て
の
論
考
が
行
わ
れ
る
時
に
し
ば
し
ぽ
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
他
の
面
建
て
と
の
整
合
性
と
い
う
点
で
も
女
性
向

け
面
の
存
在
は
奇
異
に
映
る
。
通
常
、
新
聞
の
紙
面
は
、
政
治
、
経
済
、
労
働
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ッ
と
い
っ
た
テ
ー
マ
ご
と
に
構

成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
テ
1
マ
の
中
に
既
に
老
若
男
女
す
べ
て
の
人
の
情
報
が
入
り
込
ん
で
い
る
筈
で
あ
る
。
こ
と
あ
ら
た
め
て

こ
の
中
か
ら
女
性
と
政
治
、
女
性
と
経
済
、
女
性
と
文
化
な
ど
の
報
道
を
抜
き
出
し
て
別
の
面
を
構
成
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
若
者
面
、
男

性
面
、
子
ど
も
面
と
い
っ
た
“
対
象
“
別
紙
面
が
も
っ
と
作
成
さ
れ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
。
テ
ー
マ
別
紙
面
構
成
の
新
聞
編
集
の
中

に
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
だ
け
対
象
別
ぺ
ー
ジ
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
新
聞
自
体
が
女
性
を
意
識
的
・
無
意
識
的
と
に
か
か
わ
ら
ず
特
別
視
し

て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
、
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
新
聞
側
の
責
任
ば
か
り
で
は
な
い
。
「
家
庭
の
こ
と
は
女
」

と
い
う
、
一
般
の
風
潮
つ
ま
り
性
役
割
分
業
観
そ
の
も
の
が
、
ま
だ
ま
だ
根
強
い
の
で
あ
る
か
ら
。
し
か
し
、
N
H
K
の
日
本
人
の
意
識

　
（
1
3
）

調
査
を
み
て
も
、
女
性
は
「
結
婚
し
た
ら
家
庭
を
守
る
こ
と
に
専
念
し
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
考
え
る
人
の
男
女
合
計
比
率
は
、
一
九
七
三

年
三
五
％
、
七
八
年
三
〇
％
、
八
三
年
二
九
％
、
八
八
年
に
は
二
四
％
と
、
一
五
年
間
で
一
〇
彩
以
上
減
少
し
、
夫
の
台
所
仕
事
に
つ
い

て
も
「
台
所
の
手
伝
い
や
子
ど
も
の
お
守
り
は
、
一
家
の
主
人
で
あ
る
男
子
の
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
考
え
る
人
も
同
様
に
三
八
％
、

三
三
％
、
二
八
％
、
二
二
％
と
大
き
く
後
退
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
夫
婦
は
互
い
に
助
け
合
う
べ
き
も
の
だ
か
ら
夫
が
台
所
の
手
伝
い
や

子
ど
も
の
お
守
り
を
す
る
の
も
当
然
だ
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
五
三
％
、
六
〇
％
、
六
七
％
、
七
二
彩
と
、
増
加
の
方
向
で
推
移
し
て
い
る
。

女
性
だ
け
を
と
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
五
一
％
、
六
〇
％
、
六
八
％
、
七
五
％
と
こ
の
比
率
は
よ
り
高
ま
る
。
多
分
に
タ
テ
マ
エ
的
な
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回
答
も
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
が
、
た
と
え
タ
テ
マ
エ
の
レ
ベ
ル
で
は
あ
れ
、
明
ら
か
に
性
別
役
割
分
業
に
対
す
る
世
論
は
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
し
か
も
本
来
的
に
は
、
家
庭
お
よ
び
生
活
は
男
性
に
と
っ
て
も
無
縁
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
む
し
ろ
男
性
が
家
庭
の
こ
と
を
考

え
ず
に
生
き
て
い
ら
れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
間
題
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
七
五
年
の
国
際
婦
人
年
世
界
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
行
動
計
画
」
の
第
四
章
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
言
及
し
て
い
る
。
「
現
在
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
婦
人
に
つ
い
て
の
旧
来
の
観
念
を
助
長
す
る
傾
向
を
示
し
、
か
つ
変
化
し
つ
つ
あ
る

両
性
の
役
割
を
反
映
し
て
い
な
い
」
。
こ
の
文
章
は
、
現
在
の
家
庭
面
に
対
す
る
新
聞
の
姿
を
表
し
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
女

性
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准
も
済
ん
だ
今
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
も
性
差
別
の
除
去
に
努
め
る
責
任
が
あ
る
。
性
別
役
割
分
業
の
変
革
は
今
み

た
よ
う
に
世
論
の
上
で
も
支
持
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
世
界
的
な
趨
勢
で
も
あ
る
中
で
、
新
聞
が
旧
態
の
性
役
割
を
是
認
す
る
紙
面

づ
く
り
を
し
て
い
て
は
、
読
者
離
れ
、
と
り
わ
け
女
性
の
読
者
層
の
離
反
を
招
来
し
か
ね
な
い
だ
ろ
う
。
新
聞
協
会
研
究
所
の
全
国
新
聞

信
頼
度
調
査
（
一
九
八
九
年
）
で
も
、
新
聞
の
、
人
び
と
の
意
見
の
取
り
上
げ
方
の
「
公
平
性
」
や
、
読
者
の
意
思
の
「
反
映
性
」
に
つ
い

て
肯
定
的
な
評
価
を
下
し
た
女
性
は
、
各
四
一
％
、
四
〇
％
と
、
男
性
（
各
四
六
％
、
四
四
％
）
よ
り
も
低
い
水
準
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

　
　
　
　
　
（
1
4
）

に
さ
れ
て
い
る
。
家
庭
面
と
い
え
ば
女
性
、
と
い
っ
た
発
想
で
は
、
世
論
や
世
界
の
潮
流
か
ら
取
り
残
さ
れ
か
ね
な
い
、
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
い
。
今
新
聞
に
は
、
女
性
の
現
状
と
二
ー
ズ
を
見
据
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
単
に
二
ー
ズ
に
応
え
る

だ
け
で
な
く
、
新
聞
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
機
能
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
依
然
と
し
て
残
る
性
別
役
割
分
業
観
解
消
の
た
め
に
世
論
を
喚
起
し
リ

ー
ド
す
る
役
割
も
、
新
聞
に
は
あ
る
筈
で
あ
る
。

2

家
庭
面
解
消
の
試
み
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そ
れ
で
は
、
家
庭
面
に
お
け
る
性
役
割
の
固
定
化
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
改
善
方
法
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
最
近
で
は
女

性
が
社
会
へ
出
て
い
こ
う
と
す
る
と
ぎ
に
障
害
と
な
る
の
は
、
生
活
者
と
し
て
自
立
で
き
な
い
身
近
な
男
性
（
夫
、
父
、
息
子
な
ど
）
で
あ

る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
男
性
を
も
っ
と
積
極
的
に
家
庭
の
問
題
に
か
か
わ
ら
せ
る
必
要
性
が
い
わ
れ
、
家
庭
科
の
男
女
共
修
の
運
動

や
「
男
も
女
も
育
児
時
間
を
！
連
絡
会
」
の
運
動
な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
も
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
家
庭
面
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
と
同
様
に
、
男
性
を
積
極
的
に
家
庭
や
地
域
の
問
題
に
引
き
込
み
、
女
性
を
積
極
的
に
家
庭
の
外
の
世
界
に
か
か
わ
ら
せ
る
方
策
が

取
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
八
○
年
代
半
ば
以
降
、
そ
の
よ
う
な
動
き
が
若
干
紙
面
上
に
み
ら
れ
な
く
は
な
い
も
の

の
、
決
し
て
十
分
と
は
い
い
難
い
こ
と
は
、
既
に
み
た
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
方
向
性
を
さ
ら
に
積
極
的
に
お
し
す
す
め
る
に
は
、
二
つ
の
方
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ひ
と
つ
は
、
家
庭
面
の
記
事
を
”
他
面
に
出
す
”
方
向
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
家
庭
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
は
、
政
治
、
経
済
、

社
会
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
“
ゴ
ッ
タ
煮
”
的
に
わ
た
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
政
治

面
や
経
済
面
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
筈
で
あ
る
。
家
庭
面
の
記
事
は
最
終
的
に
は
、
全
て
他
面
に
吸
収
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
方
向
性
を
「
家
庭
面
解
消
論
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
本
稿
1
の
最
後
で
触
れ
た
よ
う
に
、
朝
日
の

「
驚
男
た
ち
の
点
滅
」
や
毎
日
の
「
夫
た
ち
の
場
所
」
な
ど
の
連
載
が
社
会
面
に
登
場
し
た
の
は
、
こ
の
方
向
で
の
実
践
の
一
つ
と
い
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
家
庭
面
の
内
容
を
他
面
へ
出
し
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
び
と
、
と
り
わ
け
今
ま
で
こ
の
面
を
開
い
て
見

る
こ
と
も
な
か
っ
た
男
性
に
、
家
庭
や
生
活
の
問
題
を
考
え
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
筈
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
家
庭
面
解
消
の
具
体
的
な
試
み
と
し
て
、
一
九
八
六
年
一
〇
月
一
日
（
水
曜
目
）
朝
日
新
聞
の
家
庭
面
を
採
り
上
げ
て
、
記

事
の
移
動
先
を
考
え
て
み
ょ
う
。

　
こ
の
日
に
は
、
表
6
に
記
事
見
出
し
を
示
し
た
よ
う
に
、
一
一
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
①
「
い
じ
め
に
負
け
て
は
ダ
メ
」
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朝日新聞1986年10月1日（水）の家庭面記事の他紙面への移動例

　移　動　理　由

現在の子供のいじめ問題，
学校の対応など社会的広が
りをもつトピックであるか
ら。

体験学習による，独創的教
育実践の報告なので。

移動先

紙面
社会
または
教育

　
は
会
た
育

社
ま
教

　　内　　　　　容

「口屠裂・口蓋裂友の会」
がパネル討論会を開ぎ，「い
じめ」をめぐる体験や対処
法について話し合った。

坂部創造性教室・坂部正登
氏の紹介。こどもを対象と
した教室を開く。

現代のこどもの意識，生活
などを伝えるものであるか
ら◎

　
は
会
た
育

社
ま
教

フィクション，言葉の遊び
的な要素が強い。一般の投
書面や人生相談の面にはな
じまない。

お茶くみ反対の女子に対す
る皮肉か，男のバニーガー
ルに怒る大人への皮肉か。
社会面や政治面向きの題
材。

高齢者問題は広く社会問題
なので。「人生」面を新設
するか，高齢者へのサービ
ス事業，年金・保険にも言
及している点では経済面で
もよい。

「入学式」「初雪」など季節
の話題が社会面や総合面に
掲載されることもあるの
でo

文イヒ

　
は
会
た
治

社
ま
政

①予備校生700人へのアン
ケート調査結果。
②西ドイツ在住のこどもの
作文から。

「父が家族の名を語り事実
無根の投書をする」という
悩みに対し，「父の名を語り
事実無根の投書を」と回答。

一コママンガ。学校の運動
会の来賓席に男子のバニー
ガール。教師・来賓が驚き，
怒るという内容。

　表6　朝日新隣

記事見出し（…の
下は小見出し）

いじめに負けては
ダメ

隠せぬ障害持つ苦
しみ乗り越え

うちの先生（常設
欄）

r事実から学ぶ」

モットーに

学園だより（常設
欄）

変わった浪人気質
変わらぬ教育ママ

明るい悩み相談室
（常設欄）

r事実無根の投書
をする父」

クスクススクール
（常設欄）

「女子がお茶くみ

反対というもの
で一…・」

①

②

③

④

⑤

社会，

人生
または
経済

高齢者支援へ企全米退職者協会会長に，協
業韮盈租糧＿＿．．．．．．会の活動内容とアメリカの

会員2300万人　全高齢者事情を聞く。
米退職者協会長に
聞く

⑥

，
　
は

会
合
た
化

社
総
ま
文

毎月始めに掲載。新しい月
の風物・行事などの紹介。

で
る
」

形
す
と

な
載
こ

う
掲
る

よ
に
べ
。

の
面
食
る

」
合
「
き

報
総
々
で

予
や
目
化

気
面
で
識

天
会
と
意

「
社
こ
を

　
は
会
た
合

社
ま
総

調理方法。

海外の話題なので。女性の
働く権利という点からは
社会面総合面で労働問題と
して扱うこともできる。

一般投書面があるので。毎
目新聞の一般投書面には，
投書者を女性に限らない
「なんでもリポート」という
身辺雑記の投書欄がある。

特に家庭面でなければなら
ない理由はない。

，
　
は

際
会
た
合

国
社
ま
総

書投

「就職の際妊娠していても
雇い主に告げなくてもよ
い」という判決が出された
スイスの新聞からの抜粋。

投書。娘の買ってきた松茸
に母を思い出す，という内
容。

19旦．．《賞設蝿）．．．．＿

ハナダイコン，目
本酒，カキ，読書
の秋，木工まつり

おそうざいのヒン
ト（常設欄）

大根とキノコのサ
ラダ

エアメール（常設
欄）

妊娠を告げない権
利　スイス

ひととき（常設欄）

「存分に松茸食べ
たっけ」

⑦

⑧

⑨

⑩

，
は
面

化
た
の
も

文
ま
ど
で

連載小説（辻邦生）。雲の宴（常設欄）

⑪
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と
い
う
記
事
は
、
「
い
じ
め
」
を
め
ぐ
る
体
験
や
対
処
法
を
話
し
合
う
集
会
で
の
内
容
を
報
道
し
た
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
社
会
面
で
こ

そ
報
じ
ら
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
こ
れ
が
、
速
報
的
な
ニ
ュ
ー
ス
価
値
ま
で
は
な
い
も
の
の
、
数
日
遅
れ
で

で
も
掲
載
さ
れ
、
論
議
さ
れ
る
べ
き
ト
ピ
ッ
ク
だ
と
す
れ
ば
、
現
在
は
週
一
～
二
回
程
度
の
「
教
育
」
面
を
常
設
化
し
て
、
教
育
面
に
載

せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今
や
教
育
問
題
は
、
社
会
的
な
大
テ
ー
マ
で
あ
り
、
論
争
も
実
際
の
問
題
も
多
い
。
後
の
章
で
み
る
よ
う
に
、

読
者
の
投
書
の
テ
ー
マ
を
み
て
も
、
教
育
問
題
へ
の
関
心
は
き
わ
め
て
高
い
。
新
聞
が
、
二
四
ぺ
ー
ジ
か
ら
二
八
ぺ
ー
ジ
、
そ
し
て
三
二

ぺ
ー
ジ
ヘ
と
、
た
と
え
載
せ
き
れ
な
い
広
告
を
収
容
す
る
た
め
の
”
受
け
皿
”
的
要
素
が
強
い
と
は
い
え
、
増
ぺ
ー
ジ
体
制
に
あ
る
趨
勢

の
中
で
、
「
教
育
面
」
が
常
設
ぺ
ー
ジ
と
な
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
⑥
「
高
齢
者
支
援
へ
　
企
業
並
み
組
織
」
と
い
う
記
事
は
、
全
米
退
職
者
協
会
会
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
社
会
問
題
と
し
て
社
会
面
に
、
あ
る
い
は
年
金
・
保
険
に
か
か
わ
る
記
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
済
面
に
載
る
べ
き
性
格
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
記
事
に
限
ら
ず
、
老
人
問
題
は
家
庭
面
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
老
人
間
題
イ
コ
ー
ル
家
庭
の
問
題
（
そ
れ
は
イ
コ
ー

ル
女
性
の
問
題
）
と
と
ら
え
る
仕
方
を
や
め
、
老
人
問
題
も
広
く
社
会
問
題
や
政
治
・
経
済
間
題
と
し
て
展
開
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
生

き
甲
斐
や
心
の
問
題
な
ど
を
扱
う
「
人
生
」
面
を
常
設
し
、
そ
こ
に
掲
載
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
一
の
記
事
の
内
容
を
一
つ
ひ
と
つ
吟
味
し
た
上
で
そ
の
移
動
先
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
み
た
結
果
、
表
6
の
よ

う
に
、
全
て
の
記
事
に
何
ら
か
の
“
行
き
場
”
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
た
だ
し
こ
の
日
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
衣
．
食
．
住
の

実
用
記
事
は
、
外
に
出
て
行
き
よ
う
が
な
い
も
の
も
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
）
。
「
お
そ
う
ざ
い
の
ヒ
ソ
ト
」
と
て
も
、
天
気
予
報
と
同
じ
く

小
さ
く
第
一
面
や
社
会
面
に
持
っ
て
行
く
こ
と
す
ら
可
能
だ
ろ
う
。
μ
今
目
の
夕
食
予
報
”
が
で
き
る
な
ど
、
便
利
な
欄
と
し
て
注
目
率
が

高
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
本
研
究
会
は
、
八
五
年
以
降
、
こ
の
よ
う
な
議
論
を
行
っ
て
き
た
が
、
同
じ
よ
う
な
家
庭
面
の
解
消
論
を
、
一
九
八
九
年
二
月
一
九
日
、
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朝
日
の
「
私
の
紙
面
批
評
」
で
小
松
満
貴
子
氏
が
「
家
庭
面
を
解
体
し
て
み
て
は
」
と
題
し
て
提
示
し
て
い
る
。
小
松
氏
は
、
朝
目
、
毎

日
、
読
売
各
紙
の
家
庭
面
の
紙
面
構
成
は
ど
れ
も
近
似
し
て
衣
・
食
・
住
、
育
児
、
教
育
、
健
康
、
消
費
者
運
動
、
生
活
ニ
ッ
セ
イ
、
小

説
、
老
後
問
題
、
読
書
案
内
、
催
し
物
案
内
な
ど
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
の
ち
、
こ
れ
ら
を
「
政
治
、
経
済
や
文
化
面
に

散
在
さ
せ
た
ら
紙
面
全
体
が
ぐ
っ
と
親
し
み
や
す
く
な
り
そ
う
な
気
が
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
家
庭
面
を
女
性
用
と
思
っ

て
眼
を
通
さ
な
い
男
性
、
逆
に
家
庭
面
し
か
読
ま
な
い
主
婦
が
実
際
に
い
る
こ
と
は
、
性
別
役
割
分
担
に
つ
い
て
の
意
識
を
助
長
す
る
こ

と
に
な
る
、
と
分
析
し
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
新
聞
側
も
一
方
で
、
紙
面
上
の
性
役
割
の
流
動
化
を
模
索
し
て
は
い
る
。
既
に
一
九
八
四
年
二
一
月
号
の
『
新
聞
研
究
』

で
は
、
「
生
活
・
家
庭
面
の
広
が
り
」
と
い
う
記
者
た
ち
に
よ
る
座
談
会
に
お
い
て
、
実
際
に
生
活
家
庭
部
所
属
の
記
者
の
記
事
（
た
と
え

ば
「
緑
黄
野
菜
と
ガ
ン
と
の
関
係
」
）
が
一
面
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ス
面
と
の
乗
り
入
れ
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

る
。
そ
し
て
、
社
会
面
、
経
済
面
、
都
内
版
が
生
活
面
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
、
参
加
者
に
よ
っ
て
一
様
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

家
庭
面
は
実
質
的
に
。
外
”
に
出
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
る
。

3

家
庭
面
再
構
築
の
試
み

　
し
か
し
な
が
ら
、
衣
・
食
・
住
に
か
か
わ
る
報
道
や
実
用
・
技
術
記
事
の
他
面
へ
の
解
消
は
、
一
〇
〇
％
可
能
、
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
実
際
問
題
と
し
て
、
こ
う
い
っ
た
記
事
を
、
全
て
総
合
面
に
載
せ
る
わ
け
に
も
い
く
ま
い
。
く
ら
し
に
か

か
わ
る
実
用
報
道
は
、
人
び
と
が
生
き
る
上
で
も
欠
か
せ
ず
、
毎
日
提
供
さ
れ
れ
ば
非
常
に
便
利
で
あ
る
。
食
・
住
・
衣
に
関
す
る
新
し

い
タ
イ
プ
の
実
用
誌
『
オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
』
や
、
『
レ
タ
ス
ク
ラ
ブ
』
な
ど
が
部
数
を
伸
ば
し
、
か
つ
単
身
赴
任
の
男
性
に
も
け
っ
こ
う
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読
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
誌
面
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
性
や
定
価
の
安
さ
、
流
通
販
路
の
新
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
実
用
的
な
記
事

づ
く
り
を
心
が
け
た
こ
と
に
も
由
来
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
旧
来
の
『
主
婦
の
友
』
『
婦
人
倶
楽
部
』
な
ど
が
、
誌
名
も
お

の
ず
と
対
象
読
者
を
限
定
し
て
い
た
の
と
は
対
照
的
に
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
タ
イ
ト
ル
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
消
し
去
っ
た
た
め
、
男
性
も
手

に
取
り
や
す
く
な
っ
た
点
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
新
聞
の
家
庭
面
に
も
男
性
読
者
を
引
き
込
む
方
策
が
き
っ
と
あ
る
筈
で

あ
る
。
一
九
八
九
年
一
二
月
一
七
日
の
朝
日
「
私
の
紙
面
批
評
－
働
く
女
性
の
動
ぎ
明
確
に
伝
え
て
」
で
、
冨
安
兆
子
氏
は
、
「
女
性
に

関
し
て
の
記
事
は
家
庭
欄
で
と
い
う
認
識
で
は
な
い
と
思
う
が
、
女
性
の
問
題
を
政
治
経
済
社
会
な
ど
各
面
で
も
っ
と
考
え
て
よ
い
時
期

で
は
な
い
か
」
と
家
庭
面
記
事
を
κ
外
へ
”
出
す
こ
と
を
勧
め
る
一
方
で
、
「
家
庭
欄
に
も
“
女
性
向
け
”
と
き
め
こ
ん
で
い
る
男
性
の
目

を
さ
ま
す
工
夫
が
求
め
ら
れ
よ
う
」
と
、
男
性
を
そ
の
κ
内
へ
”
取
り
込
む
方
策
の
必
要
性
を
も
示
唆
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
家
庭
面
を
改
善
す
る
も
う
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
「
家
庭
面
解
消
論
」
と
は
逆
の
方
向
で
、
家
庭
面
を
単
な
る
生
活
技
術
の
み

な
ら
ず
、
人
間
に
と
っ
て
生
活
や
家
庭
と
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
材
料
を
提
供
す
る
よ
う
な
面
に
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
次

に
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
社
会
で
は
、
生
産
第
一
主
義
、
経
済
主
義
一
辺
倒
で
、
く
ら
し
や
家
族
の
問
題
は
私
的
な
領
域
と
し
て
軽
視
さ
れ
、
か

つ
女
性
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
く
ら
し
や
家
族
や
地
域
の
問
題
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
生
産
力
・
経
済
力
の

向
上
の
み
を
目
指
し
た
た
め
に
、
世
界
的
規
模
の
環
境
破
壊
や
、
経
済
摩
擦
、
あ
る
い
は
地
価
高
騰
や
汚
職
の
構
造
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え

の
政
治
不
信
・
無
力
感
の
進
行
等
々
が
招
来
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
妻
ひ
と
り
が
家
事
・
教
育
を
担
い
、
あ
る
い
は
仕

事
と
の
二
重
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
疎
外
感
や
過
労
、
不
満
、
差
別
感
が
増
大
し
て
い
る
。
一
方
、
子
ど
も
に
も
質
の
高
い
労

働
者
予
備
軍
と
し
て
の
資
質
が
求
め
ら
れ
、
早
い
時
期
か
ら
生
産
性
・
経
済
性
向
上
の
論
理
に
組
み
込
ま
れ
る
中
で
、
教
育
・
学
校
間
題

は
焦
眉
の
解
決
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
食
物
や
空
気
や
水
に
は
様
ざ
ま
な
有
害
物
質
が
混
ざ
り
、
医
療
や
福
祉
へ
の
不
満
は
ま
す
ま
す
高
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ま
る
一
方
な
の
に
、
老
後
の
低
福
祉
高
額
医
療
費
へ
の
お
そ
れ
か
ら
、
現
在
の
生
活
の
あ
り
方
を
か
え
り
み
る
よ
り
は
、
ひ
た
す
ら
お
金

を
貯
め
る
こ
と
に
専
念
す
る
と
い
う
悪
循
環
も
生
じ
て
い
る
。
今
ほ
ど
「
豊
か
な
社
会
」
を
問
い
直
し
、
生
産
第
一
主
義
の
社
会
を
反
省

し
て
。
く
ら
し
“
の
視
座
か
ら
、
馬
車
馬
の
よ
う
に
疾
走
す
る
社
会
、
管
理
社
会
を
と
ら
え
直
す
必
要
性
が
あ
る
時
期
は
あ
る
ま
い
。

　
先
の
節
で
、
家
庭
面
の
記
事
は
全
て
何
ら
か
の
形
で
経
済
や
政
治
や
社
会
に
か
か
わ
り
、
そ
れ
ら
の
面
に
移
行
可
能
だ
と
し
た
の
と
ち

ょ
う
ど
逆
の
意
味
で
、
経
済
的
、
政
治
的
、
社
会
的
な
こ
と
が
ら
は
、
全
て
家
庭
や
生
活
に
か
か
わ
る
問
題
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
問
題
に
は
「
女
の
間
題
」
も
「
男
の
問
題
」
も
あ
り
得
な
い
。
す
ぐ
れ
て
両
性
の
、
人
間
的
な
課
題
と
い
え
る
。
こ
れ
か
ら
の

家
庭
面
は
、
そ
の
よ
う
な
等
身
大
の
生
活
者
の
視
座
か
ら
、
グ
・
ー
パ
ル
に
も
の
ご
と
を
み
て
ゆ
く
両
性
の
た
め
の
面
と
し
て
の
地
位
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
だ
が
、
通
勤
電
車
の
中
を
眺
め
れ
ば
一
目
瞭
然
な
如
く
、
ス
ポ
ー
ッ
新
聞
と
経
済
新
聞
ば
か
り
読
ん

で
い
る
”
闘
争
・
経
済
人
間
”
で
あ
る
男
性
を
、
ど
う
す
れ
ば
家
庭
面
に
引
き
込
め
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
男
性
読
者
獲
得
の
方
策
　
ま
ず
第
一
に
、
家
庭
面
が
女
性
に
向
け
た
面
と
は
限
ら
ず
、
男
性
も
女
性
も
読
む
面
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

る
た
め
に
、
タ
イ
ト
ル
や
文
中
に
「
女
」
を
多
用
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
「
母
と
子
」
の
よ
う
な
特
定
の
性
役
割
を
前
提
と
し
た
表
現

も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
親
と
子
」
な
ど
の
よ
う
な
言
い
換
え
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
過
渡
的
な
方
法
だ
が
、
先
の
「
母
と
子
」
に
対
置
し
て
「
父
と
子
」
な
ど
の
よ
う
に
「
男
」
を
表
面
に
出
し
た
記
事
を
、
同
じ

よ
う
な
頻
度
で
掲
載
す
る
の
も
一
案
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
家
庭
面
と
い
え
ぽ
女
性
の
た
め
の
記
事
ば
か
り
が
載
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
男
性
た
ち
を
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
面
に
呼
び
込
む
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
そ
れ
な
り
に
有
効
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
で
は
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
前
節
で
も
言
及
し
た
朝
日
の
「
男
の
腕
ま
く
り
」
、
読
売
の
「
男
の
お
し
ゃ
れ
楽
」
な
ど
、
男
性
読
者
向
け
の
記
事

が
「
女
の
○
○
」
に
く
ら
べ
て
あ
ま
り
に
少
な
い
の
で
、
も
っ
と
増
や
す
わ
け
で
あ
る
。
男
性
も
日
々
の
く
ら
し
や
健
康
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
や
子
ど
も
の
教
育
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く
の
関
心
を
抱
き
、
一
家
言
持
っ
て
い
る
筈
だ
。
こ
の
人
び
と
の
二
ー
ズ
に
応
え
、
ま
た
間
題
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意
識
を
掘
り
起
こ
さ
な
い
手
は
な
い
。
た
だ
し
、
「
女
の
○
○
」
が
性
役
割
の
固
定
化
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
よ
う
に
、
「
男
の
△
△
」
も

あ
く
ま
で
過
渡
的
な
も
の
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
性
を
特
定
す
る
記
事
は
、
た
と
え
ば
妊
婦
の
身
体
健
康
に
関
す
る
記
事
な
ど
は
必
要
だ

ろ
う
か
ら
全
廃
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
必
要
な
も
の
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
家
庭
面
投
書
欄
の
両
性
へ
の
開
放
　
第
二
に
、
男
性
も
呼
び
込
む
家
庭
面
づ
く
り
で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
は
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
投

書
欄
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
朝
日
「
ひ
と
と
き
」
と
毎
日
「
女
の
気
持
ち
」
は
、
投
書
者
を
今
の
と
こ
ろ
女
性
に
限
っ
て
い
る
（
た
だ
し
読

売
「
身
上
相
談
」
「
赤
で
ん
わ
」
は
、
女
性
に
限
る
、
と
い
う
規
定
は
な
い
。
「
赤
で
ん
わ
」
に
つ
い
て
は
デ
ス
ク
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
「
よ

い
投
書
で
あ
れ
ば
男
性
の
も
の
で
も
載
せ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
）
。
歴
史
的
に
み
た
と
き
、
家
庭
面
の
投
書
欄
が
無
名
の
女
性
に
紙
面
を

開
放
し
て
表
現
の
場
を
与
え
、
草
の
実
会
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ソ
グ
の
拠
点
に
な
っ
た
功
績
は
大
き
い
。
し
か
し
、
両
性
の
か
か
わ
る

生
活
を
考
え
る
た
め
の
家
庭
面
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
家
庭
面
の
投
書
欄
を
男
性
に
も
開
放
し
て
よ

い
、
い
や
む
し
ろ
、
く
ら
し
に
つ
い
て
一
言
持
っ
て
い
る
男
性
に
、
積
極
的
に
紙
面
を
提
供
し
て
も
い
い
頃
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
一
九
八
五
年
一
月
二
八
日
の
朝
日
の
「
ひ
と
と
き
」
欄
に
は
、
一
月
一
九
日
付
「
『
女
の
城
』
は
譲
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
、
「
ひ
と
と
き
」

へ
の
男
性
参
加
を
否
定
し
た
投
書
に
対
す
る
反
論
と
い
う
形
で
、
「
や
は
り
こ
の
欄
に
男
性
を
」
と
い
う
題
の
女
性
の
投
書
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
投
書
は
、
「
一
個
の
男
の
人
間
と
し
て
、
赤
裸
々
な
動
き
を
さ
ら
け
出
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
と
と
も
に
、
「
ひ
と
と

き
」
の
女
性
の
投
書
に
対
す
る
男
性
か
ら
の
意
見
・
反
論
を
載
せ
る
こ
と
の
意
義
や
、
亭
主
関
白
の
ワ
ン
マ
ソ
社
員
族
に
こ
そ
「
ひ
と
と

き
」
に
か
か
わ
ら
せ
る
こ
と
の
意
義
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
の
女
性
か
ら
も
家
庭
面
投
書
欄
に
お
け
る
”
男
性
投
書
歓
迎
論
”

が
わ
き
起
こ
っ
て
い
る
。
一
方
で
新
聞
週
問
中
で
あ
っ
た
一
九
八
五
年
一
〇
月
一
六
日
の
、
朝
日
の
一
般
投
書
欄
の
「
声
」
に
は
、
「
男
も

書
い
て
み
た
い
心
潤
す
『
ひ
と
と
ぎ
』
」
と
い
う
題
で
、
「
家
庭
面
の
『
ひ
と
と
き
』
欄
、
男
に
と
っ
て
も
な
か
な
か
楽
し
い
も
の
で
あ

る
。
…
…
と
こ
ろ
で
こ
の
欄
を
女
性
に
占
領
さ
れ
て
い
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
男
に
と
っ
て
も
、
こ
う
い
う
場
が
ほ
し
い
」
と
い
う
男
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性
か
ら
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
男
性
の
側
も
、
く
ら
し
に
か
か
わ
っ
て
表
現
し
た
い
こ
と
は
持
っ
て
お
り
、
か
つ
女
性
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ト
す
る
紙
面
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
新
聞
を
作
る
側
か
ら
も
、
女
性
専
用
投
書
欄
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
『
新
聞
研
究
』
一
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

四
年
一
二
月
号
の
記
者
座
談
会
で
も
、
朝
日
の
「
ひ
と
と
き
」
を
女
性
に
限
る
の
を
や
め
て
は
と
い
う
内
部
論
議
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介

し
て
い
る
。
実
際
に
、
こ
の
こ
ろ
す
で
に
「
ひ
と
と
き
」
欄
に
は
、
そ
こ
に
載
っ
た
女
性
の
投
書
に
対
す
る
男
性
か
ら
の
反
応
も
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
”
反
響
特
集
“
が
組
ま
れ
る
さ
い
に
は
男
性
の
声
も
載
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
は
家
庭
面
の
投
書
欄
に
お
け

る
両
性
の
相
互
乗
り
入
れ
の
き
ざ
し
と
受
け
取
れ
な
く
も
な
い
。
こ
う
し
た
家
庭
面
投
書
欄
の
動
き
の
一
方
で
は
、
朝
日
の
「
テ
ー
マ
談

話
室
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
大
所
高
所
か
ら
の
”
主
張
”
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
他
面
の
一
般
投
書
欄
に
お
い
て
、
日
常
の
く

ら
し
や
生
き
方
に
か
か
わ
る
身
近
な
投
書
が
増
加
す
る
な
ど
、
一
般
投
書
欄
の
家
庭
面
投
書
欄
化
が
進
行
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
投
書
に
お
い
て
も
性
の
流
動
化
は
進
み
つ
つ
あ
り
、
家
庭
面
を
男
性
に
も
開
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
性
の
間

に
よ
り
一
層
幅
の
広
い
、
実
り
多
い
議
論
が
巻
き
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
家
庭
面
再
編
成
試
論
第
三
に
、
多
様
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
新
聞
の
他
の
面
の
記
事
の
中
で
、
家
庭
や
く
ら
し
に
結
び
つ
き
う

る
も
の
を
、
む
し
ろ
家
庭
面
の
”
中
に
μ
入
れ
て
ゆ
く
こ
と
で
、
男
性
読
者
を
引
っ
張
り
込
む
方
図
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
先
に
家
庭
面
解

消
の
具
体
的
な
試
み
を
お
こ
な
っ
た
の
と
同
様
に
、
今
度
は
一
九
八
六
年
一
〇
月
一
日
（
水
曜
日
）
の
毎
日
新
聞
の
、
家
庭
面
を
除
く
全

記
事
の
中
か
ら
、
家
庭
や
生
活
、
く
ら
し
に
か
か
わ
り
う
る
記
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
他
記
事
面
か
ら
家
庭
面
へ
の
移
動
例
を
考
え

て
み
た
の
が
表
7
で
あ
る
。

　
こ
の
日
は
、
国
土
庁
に
よ
っ
て
全
国
の
地
価
調
査
が
発
表
さ
れ
た
翌
日
で
、
一
面
を
は
じ
め
、
東
京
版
や
社
会
面
で
、
こ
の
“
狂
乱
価

格
”
ぶ
り
が
大
き
く
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
土
地
高
騰
は
、
政
治
的
・
経
済
的
課
題
で
あ
り
、
政
治
面
、
経
済
面
、
社
会
面
、
地
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域
面
に
載
る
の
も
当
然
で
は
あ
る
が
、
人
び
と
の
生
活
、
家
づ
く
り
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぽ
す
と
い
う
点
で
す
ぐ
れ
て
く
ら
し
に
密
着

し
た
問
題
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
日
の
家
庭
面
で
は
、
他
面
と
原
稿
入
稿
締
切
が
異
な
る
（
早
い
）
と
は
い
え
、
家
計
や
家
族

や
生
活
を
お
び
や
か
す
こ
の
「
土
地
高
騰
」
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
（
関
連
記
事
が
出
る
の
は
三
日
）
。
ま
た
、
九
月
末
に
、
中
曽
根
首
相

が
人
種
差
別
意
識
を
あ
ら
わ
に
し
た
「
知
識
水
準
」
発
言
を
行
っ
た
の
を
受
け
て
、
こ
れ
に
か
か
わ
る
記
事
（
寄
稿
文
）
が
二
つ
、
三
面

と
四
面
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
、
日
本
が
市
井
の
レ
ベ
ル
で
真
に
国
際
化
し
、
自
ら
の
内
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
反
省
す
る
た

め
の
恰
好
の
素
材
と
も
考
え
ら
れ
る
。
身
近
な
地
域
に
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ア
ジ
ア
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
を
男
女
と
も
に

は
か
る
た
め
に
も
、
家
庭
面
で
採
り
上
げ
る
価
値
の
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
そ
の
ほ
か
、
こ
の
曜
日
の
毎
日
は
、
「
マ
ネ
ー
＆
ラ
イ
フ
」
と
い
う
、
家
庭
面
の
延
長
的
な
、
実
用
記
事
も
多
く
含
む
特
集
面
を
フ
ィ
ー

チ
ャ
ー
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
、
本
来
家
庭
面
的
な
内
容
が
”
外
“
に
出
る
紙
面
づ
く
り
も
最
近
は
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
こ
と
さ
ら
こ
れ
を
家
庭
面
に
”
戻
す
”
必
要
は
な
い
（
た
と
え
ば
『
婦
人
労
働
白
書
』
の
発
表
に
と
も
な
う
「
働
く
女
性
、
1
0
年
で
3
5
％

増
」
と
い
う
記
事
は
、
こ
の
日
の
総
合
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
が
、
「
マ
ネ
！
」
と
抱
き
合
わ
せ
に
し
て
家
庭
面
に
“
入
れ
る
”
こ
と
で
、
男

性
読
者
を
ひ
き
つ
け
る
方
途
に
は
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
第
二
経
済
面
に
は
「
課
税
最
低
限
5
千
万
以
上
に
　
相
続
減
税
案
示
す
」

と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
“
経
済
記
事
”
と
し
て
「
経
済
面
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
の
記
事
は
、
家
計
に
直
結
し
た
問
題
で

あ
る
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
十
分
「
く
ら
し
」
に
か
か
わ
る
記
事
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
事
を
家
庭
面
の
”
中
”
に
入
れ
込
む
方
法
も
、

家
庭
面
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
方
策
で
あ
ろ
う
。
経
済
面
的
な
題
材
や
、
ス
ポ
ー
ッ
面
的
な
話
題
を
家
庭
面
に
増
や
し
て
男
性

を
呼
び
込
み
、
一
方
、
そ
う
す
る
こ
と
で
女
性
を
ス
ポ
ー
ッ
や
経
済
に
強
く
す
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
工
夫
は
、
今
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど

な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
な
ど
も
、
“
家
庭
面
充
実
策
”
の
今
後
の
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
表
現
上
、
構
成
上
の
改
変
だ
け
で
な
く
、
記
事
内
容
そ
の
も
の
も
考
え
直
さ
れ
る
必
要
が
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あ
る
。
今
後
の
家
庭
面
は
、
自
明
視
さ
れ
て
ぎ
た
「
家
族
」
や
「
生
活
」
や
「
環
境
」
を
も
う
一
度
根
本
的
に
と
ら
え
直
し
、
“
く
ら
し
”

の
視
座
か
ら
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革
を
促
す
よ
う
な
記
事
内
容
を
増
や
す
べ
き
だ
ろ
う
。
変
化
す
る
家
族
の
多
様
性
や
新
し
い
男
女
関

係
の
あ
り
か
た
を
見
据
え
る
た
め
の
参
考
材
料
と
な
る
多
面
的
な
報
道
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
変
化
の
評
価
で
き
る
面
は
伸

ば
し
、
そ
れ
と
同
時
に
変
化
に
伴
う
問
題
点
も
積
極
的
に
採
り
上
げ
る
よ
う
な
解
説
・
論
評
の
機
能
の
発
現
が
望
ま
れ
る
。
環
境
問
題
、

消
費
者
教
育
、
高
齢
化
社
会
の
問
題
も
、
人
び
と
の
生
ぎ
方
と
政
治
に
密
接
に
か
か
わ
る
“
く
ら
し
”
の
重
要
テ
ー
マ
に
な
る
と
予
想
さ

れ
る
。
速
報
的
ニ
ュ
ー
ス
は
総
合
面
や
社
会
面
に
譲
り
、
取
材
時
間
や
出
稿
タ
イ
ム
の
制
約
、
記
者
ク
ラ
ブ
発
表
等
に
縛
ら
れ
な
い
フ
ィ

ー
チ
ャ
ー
面
と
し
て
の
家
庭
面
の
特
性
を
生
か
し
て
じ
っ
く
り
取
材
さ
れ
練
ら
れ
た
記
事
、
企
画
も
の
、
連
載
も
の
を
充
実
し
て
い
く
こ

と
が
家
庭
面
に
望
ま
れ
る
。

　
実
際
に
、
新
聞
社
内
部
で
は
、
他
の
一
般
ニ
ュ
ー
ス
の
一
本
あ
た
り
の
記
事
行
数
が
減
る
（
活
字
の
大
型
化
と
、
記
事
本
数
を
増
や
す
た
め
）

趨
勢
の
中
で
、
テ
ー
マ
や
問
題
意
識
を
持
っ
て
書
き
た
い
こ
と
を
書
け
る
面
と
し
て
の
家
庭
面
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
担
当
を
希
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

す
る
記
者
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
現
代
の
社
会
は
生
産
一
辺
倒
で
や
っ
て
き
た
近
代
社
会
が
行
ぎ
詰
ま
り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
問
題
や

家
族
・
カ
ッ
プ
ル
の
問
題
、
廃
棄
物
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
間
題
な
ど
を
と
ら
え
ね
ぽ
も
は
や
や
っ
て
ゆ
け
な
い
社
会
へ
と
明
ら
か
に
移
行
し

つ
つ
あ
る
。
新
聞
に
お
け
る
家
庭
面
の
存
在
と
幅
広
い
興
味
を
持
っ
た
（
あ
る
い
は
幅
広
い
部
署
を
経
て
や
っ
て
き
た
）
記
者
の
存
在
は
、
二

一
世
紀
に
向
け
て
の
大
き
な
資
産
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
当
面
の
家
庭
面
改
善
方
法
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
き
た
。
前
節
で
述
べ
た
「
家
庭
面
解
消
論
」
と
、
本
節
で
述
べ
た
今
ま
で
の
家

庭
面
に
替
わ
る
「
も
う
一
つ
の
家
庭
面
」
を
探
る
方
法
と
の
二
案
の
う
ち
、
ど
ち
ら
が
適
当
か
を
判
断
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
が
、
最
終

的
に
家
庭
面
お
よ
び
新
聞
紙
面
か
ら
廃
棄
さ
れ
る
べ
ぎ
は
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
業
や
性
差
別
で
あ
り
、
そ
れ
を
助
長
す
る
よ
う
な
新

聞
の
姿
勢
で
あ
る
。
今
回
の
家
庭
面
の
内
容
分
析
か
ら
、
未
だ
そ
れ
ら
の
残
津
が
ぬ
ぐ
え
て
い
な
い
現
状
が
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
た
と
い
え



よ
う
。

お
わ
り
に
ー
「
家
庭
」
面
か
ら
「
生
活
」
面
へ

47　　新聞家庭面の女性学（田中ほか）

　
本
稿
で
は
ま
ず
、
家
庭
面
が
日
本
の
近
代
化
・
大
衆
社
会
化
と
と
も
に
「
婦
人
向
け
」
の
欄
と
し
て
つ
く
り
だ
さ
れ
、
そ
の
の
ち
、
家

庭
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
紙
面
と
し
て
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
概
観
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
で
は
家
庭
面
が
、
社
会
、
生
活
、
文

化
、
投
稿
な
ど
の
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
九
八
五
年
と
一
九
八
六
年
と
の
間
で
は
い
く
ば
く
か
男
性
向
け
と
思
わ
れ
る
記

事
が
増
え
た
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
ず
、
未
だ
に
“
家
庭
に
関
す
る
こ
と
は
女
性
の
領
域
“
と
と
ら
え
ら
れ
る
傾
向

が
強
い
さ
ま
を
み
て
き
た
。
そ
こ
で
男
性
に
も
家
庭
に
関
す
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
べ
く
、
家
庭
面
を
他
面
に
分
散
さ
せ

て
ゆ
く
解
消
論
と
、
家
庭
面
に
男
性
読
者
を
引
き
込
む
方
策
の
二
通
り
の
や
り
方
で
家
庭
面
を
男
女
共
生
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に

変
革
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
も
ち
ろ
ん
、
九
〇
年
近
い
歴
史
を
有
す
る
家
庭
面
の
定
型
性
は
、
一
朝
一
夕
に
は
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
今
後
の
な
り
ゆ
き
が
注
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、
定
期
的
な
内
容
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
「
家
庭
面
」
か
ら
、
「
生
活
面
」
へ
の
名
称
の
変
更
を
提
起
し
て
、
本
稿
を
終
わ
り
た
い
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
家
族

や
家
庭
の
あ
り
方
が
変
化
・
多
様
化
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
家
族
生
活
の
変
化
や
多
様
化
は
、
労
働
や
余
暇
、
家
事
、
育
児
や
教
育
、

消
費
・
経
済
、
環
境
や
地
域
、
さ
ら
に
は
政
治
や
法
律
な
ど
、
よ
り
広
範
な
人
間
の
生
き
方
に
か
か
わ
る
間
題
に
ま
で
ひ
ろ
が
る
射
程
を

も
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
多
様
化
し
た
家
族
や
人
び
と
の
生
き
方
を
等
身
大
の
視
座
か
ら
グ
・
し
ハ
ル
に
見
通
す
、
す
ぐ
れ
て
文
化
論

的
・
指
針
的
紙
面
に
は
、
「
生
活
面
」
と
い
う
名
称
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。
い
ま
や
「
家
庭
」
と
一
口
に
い
っ
て
も
様
ざ
ま
で
、

単
身
赴
任
に
よ
る
ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
も
増
え
、
家
庭
と
い
う
言
葉
で
衣
・
食
・
住
、
く
ら
し
全
般
を
言
い
表
す
こ
と
は
も
は
や
不
可
能

で
あ
る
。
新
し
い
家
庭
は
誰
も
が
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
な
営
み
に
関
す
る
こ
と
、
広
範
な
社
会
・
文
化
を
も
射
程
に
含
め
な
が
ら
よ
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り
よ
い
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
、
女
性
お
よ
び
男
性
の
私
的
な
部
分
の
充
実
を
目
指
す
こ
と
な
ど
を
目
的
と
す
る
面
と
な
っ
て
い
っ
た
ら

よ
い
と
思
う
。
単
に
名
称
を
変
え
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
名
称
が
変
わ
る
こ
と
で
、
家
庭
面
の
内
実
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
当
然
、
面
建
て
の
名
称
の
変
更
に
と
も
な
い
、
新
聞
の
部
署
の
名
前
も
、
「
生
活
部
」
と
改
ま
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
μ
女

性
記
者
は
生
活
部
に
”
と
い
う
新
聞
社
内
の
性
差
別
的
な
人
事
配
置
を
一
掃
し
、
女
性
記
者
こ
そ
政
治
部
や
経
済
部
や
社
会
部
に
仔
出

し
κ
、
ま
た
一
方
で
政
治
部
や
経
済
部
や
科
学
部
な
ど
か
ら
、
男
性
記
者
を
．
入
れ
”
、
多
様
な
専
門
分
野
の
記
者
た
ち
の
連
携
に
よ
る

”
部
際
”
的
な
紙
面
づ
く
り
が
目
論
み
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
朝
日
で
「
家
庭
」
面
を
受
け
持
っ
て
い
る
の
は
「
学
芸
部
」
、
読

売
の
「
家
庭
と
く
ら
し
」
面
は
「
婦
人
部
」
の
担
当
で
あ
る
が
、
毎
日
で
「
家
庭
」
面
を
担
当
し
て
い
る
部
署
は
、
「
生
活
家
庭
部
」
と

名
乗
っ
て
い
る
。
三
紙
以
外
に
も
北
海
道
新
聞
の
よ
う
に
「
生
活
部
」
と
い
う
名
称
を
も
つ
家
庭
面
担
当
箇
所
も
既
に
存
在
す
る
が
、
紙

面
そ
の
も
の
を
真
に
“
生
活
面
”
化
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

　
生
活
を
め
ぐ
る
両
性
の
関
係
は
す
で
に
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
正
確
に
つ
か
ん
で
報
道
し
、
両
性
に
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

指
針
を
与
え
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
が
、
今
「
生
活
面
」
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

毎
臼
新
聞
社
『
毎
日
新
聞
百
年
史
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
、
七
四
頁
。

岡
満
男
『
こ
の
百
年
の
女
た
ち
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
女
性
史
ー
』
新
潮
社
、

岡
満
男
、
前
掲
、
五
三
頁
。

読
売
新
聞
社
『
読
売
新
聞
百
年
史
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
、
二
五
四
頁
。

山
川
菊
栄
『
女
二
代
の
記
』
平
凡
社
、
一
九
六
三
年
、
一
一
〇
頁
。

影
山
三
郎
『
読
者
の
言
論
　
歴
史
と
展
望
』
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
出
版
会
、

読
売
新
聞
社
『
読
売
新
聞
百
年
史
年
表
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
。

一
九
八
三
年
、
四
九
頁
。

一
九
七
六
年
、
一
二
二
頁
。



新聞家庭面の女性学（田中ほか）49

（
8
）
　
影
山
三
郎
、
前
掲
、
二
二
五
－
二
二
六
頁
。

（
9
）
　
早
川
克
巳
、
中
村
輝
子
ほ
か
「
〈
座
談
会
〉
生
活
・
家
庭
面
の
広
が
り
」
『
新
聞
研
究
』
一
二
月
号
、
一
九
八
四
年
、
一
四
頁
。

（
1
0
）
　
袖
井
孝
子
「
私
の
紙
面
批
評
」
『
朝
目
新
聞
』
一
九
八
三
年
四
月
二
〇
日
。

（
11
）
　
田
中
和
子
「
新
聞
に
み
る
構
造
化
さ
れ
た
性
差
別
表
現
」
『
マ
ス
コ
、
・
・
と
差
別
語
問
題
』
（
磯
村
英
一
・
福
岡
安
則
編
）
明
石
書
店
、
一
九
八
四
年
、

　
一
八
三
頁
。

（
1
2
）
　
早
川
克
已
、
中
村
輝
子
ほ
か
、
前
掲
、
一
四
頁
。
ま
た
、
早
川
克
已
「
な
ぜ
『
男
も
読
む
婦
人
面
』
か
」
『
新
聞
研
究
』
一
一
月
号
、
　
一
九
八
二

年
、
四
七
頁
お
よ
び
加
藤
春
恵
子
「
変
容
す
る
女
性
と
メ
デ
ィ
ア
」
『
新
聞
研
究
』
二
月
号
、
一
九
九
〇
年
、
二
七
－
二
八
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
1
3
）
　
秋
山
登
代
子
、
謝
名
元
慶
福
「
日
本
人
の
意
識
の
一
五
年
（
1
）
1
『
日
本
人
の
意
識
』
調
査
か
ら
」
『
放
送
研
究
と
調
査
』
二
月
号
、
一
九
八

　
九
年
、
二
頁
－
一
七
頁
。

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
π
）

（
18
）新
家
庭
面
で
は
火
曜
日
－
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
ニ
ュ
ー
ス
の
大
型
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
、

を
考
え
る
、

ー
マ
を
、

な
間
題
に
男
性
は
ど
う
こ
た
え
る
の
か
」

な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
紙
面
刷
新
後
の

論
じ
た
「
生
活
面
」

日
本
新
聞
協
会
研
究
所
「
第
八
回
全
国
新
聞
信
頼
度
調
査
」
『
新
聞
研
究
』
九
月
号
、
一
九
八
九
年
、
五
〇
ー
六
八
頁
。

早
川
克
已
、
中
村
輝
子
ほ
か
、
前
掲
、
二
〇
頁
。

前
掲
、
一
四
頁
。

前
掲
、
二
〇
ー
一
＝
頁
。

本
稿
脱
稿
直
後
に
朝
日
新
聞
は
、
家
庭
面
の
刷
新
に
つ
い
て
の
社
告
を
掲
載
し
た
（
一
九
九
〇
年
六
月
二
六
日
）
。
七
月
一
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
曜
日
－
教
育
を
考
え
る
、
木
曜
日
ー
高
齢
化
社
会

　
　
　
金
曜
日
－
暮
ら
し
に
関
す
る
国
際
ニ
ュ
ー
ス
、
土
曜
日
－
週
末
を
た
の
し
む
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
曜
目
ご
と
に
異
っ
た
分
野
の
テ

　
　
生
活
・
く
ら
し
と
の
関
連
で
取
り
あ
げ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
土
曜
日
に
は
「
八
○
年
代
に
女
性
が
提
起
し
た
様
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
趣
旨
か
ら
「
男
に
聞
く
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
男
性
を
家
庭
面
に
引
き
込
む
試
み
も
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
別
面
建
て
の
色
あ
い
は
従
来
に
比
べ
て
薄
れ
、
本
稿
で

　
　
　
　
　
　
へ
の
移
行
の
方
向
性
が
う
か
が
え
る
。
今
後
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

一
週
間
の
紙
面
を
み
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、

（
共
同
執
筆
者
　
田
中
和
子
〈
国
学
院
大
学
法
学
部
助
教
授
〉
・
諸
橋
泰
樹
〈
成
城
大
学
大
学

院
・
日
本
新
聞
協
会
研
究
所
委
嘱
研
究
員
〉
・
吉
岡
マ
リ
〈
（
財
）
市
川
房
枝
記
念
会
職
員
〉
）


